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は しが き

本研究 「太平洋の教育機関を対象 とした 田本語 コンテ ンツの実態調査 と流通 システムの共同開

発」は,平 成15～17年 度科学研究費補助金(基 盤研究(B))を 受けて行った ものである。

平成3年4月 に発足 した 「日本語教育支援システム研究会」は,コ ンピュー タを利用 した 目本

語教育 に関心の深い研究者 ・日本語教育実践者を対象に,日 本語教育の振興 を図る ことを 目的に

活動 してきた。発足 当時は,国 立教育政策研究所が 中心 となって継続的に研究 を進 めて きた 「日

本語教育支援 システム(通 称CASTEL/J:ComputerAssistedSystemforTEaching&:Learning

/Japanese)」 の開発が,主 要な研究課題であった。CASTEL/J」 の開発に取 り組 んで きた本研究プ

ロジェク トは,テ キス ト,画像、 音声による様々な 日本語教育用データベースを開発 し,CD-ROM

に収録 して会員 に配布 した。 さらに,本 研究プ ロジェク トは 「日本語教育 とコンピュー タ」 に関

す る国際会議(第3回 は,平 成14年7月,米 国カ リフォルニア大学サンデ ィェゴ校 で開催)を

主催 し,会 員外の研究者 を含 めて多 くの研究発表 と情報交換 を行った。現在,本 研 究プロジェク

トは,当 初の 目的をほぼ達成 したので,研 究活動 を停止 している。

日本語教育用デー タベースを収録 したCASTEL/JCD-ROMは,希 望者 に対 して実費手数料で

配布 している。 このCD-ROM利 用者の国別分布 を調べ ると,日 本 と欧米 に偏ってい ることがわ

か った。その理 由の1つ は,「 その他の国 と比較 して 日本語 コンテンツを必要 とす る教師 ・学習者

の人数が多いため」であるが,も う1つ の理 由は 「教師 ・学習者のまわ りに現地のIT専 門家が

たくさんいるので技術的支援 を容易に受け られるため」と考えられ る。欧米以外の国 ・地域では,

IT専 門家の支援が容易 に得 られ ない 日本語教育機 関が多数存在 してい る。そのよ うな機 関では,

日本語 コンテンツのCD・ROMを 利用す るこ とや,IT技 術 を利用 した 日本語教育 を実践す るこ

とが困難な状況にあるといえる。

そ こで,本 研究では,多 数 の島々か ら成 る太平洋の国 ・地域 の 目本語教育機 関を研究対象 とし,

日本語 コンテ ンツの実態調査 をす ることを主た る研究 目的 とした。特に太平洋の国 ・地域 を対象

とする理由は,教 師 ・教材不足 と地理的不便性 をITの 活用によって克服可能 であると考え られ,

日本に対 して友好的であると考 えたか らである。

本研究によって,太 平洋の国 ・地域 における 日本語 コンテ ンツの活用が著 しく促進 された とは

いえない。 しか し,今 後,徐 々に太平洋の 日本語 教師がIT技 術を利用 し,日 本語 コンテンツを

活用 してい く中で,現 在直面す る問題 を少 しずつ解決 していくことが大切 であ り,本 研究がこの

問題解決に少 しで も貢献す るのであれば幸いであ る。

なお,本 研究を遂行す るにあた り,名 古屋外国語大学のカッケンブ ッシュ知念寛子教授 か ら,

太平洋 日本語教育機 関に関す る研究について,有 益な助言 をいただいた。 また,多 くの太平洋の

国 ・地域の 日本語教育機 関の関係者(国 際協力機構(JICA)か ら派遣 された 日本語教師を含む)

の協力を得て,質 問紙調査及び現地実態調査を無事終えることができた。本研究に協力 していた

だいた,大 学 ・高等学校等に勤務す る日本語研究者 ・教師,心 か らお礼 申し上 げたい。 ここに記

して感謝する次第である。

平成18年3月

研究代表者 坂谷内 勝
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1.研 究概要

1.1研 究 目的

(1)研 究 の背景

これ まで,国 立教育攻策研 究所 が 中心 とな って,日 本語 教育支援 システ ム(CASTEL/Jと 称

す る。)の 開発研究 を進 めて きた。

当初 の 目的は,日 本語教育 ・学習に役立っデ ジタル コ ンテ ンツ(電 子化教材)を 開発す る

こ とで あ り,最 初は文字情報 の コンテ ンツを開発 した。 その後,こ れ らの コンテ ンツをマル

チ メデ ィア化(平 成5年 度),CD-ROM化(平 成8年 度),マ ル チ リンガル化(平 成13年 度)

し,改 良 を重ねてきた。

我 々が開発 した コンテ ンツは次の とお りであ る。 なお,各 コンテ ンツのデ ー タ量 は,平 成

15年 度 現在 の ものである。

①6種 類 の基本辞 書

(漢字辞 書6,349字/筆 順辞書2,966字/単 語辞 書2,958語/用 例辞 書6,427文/和 英

辞書33,566語/学 術辞書130,296語)

②97冊 の本

(講談社新書 ・ブル ーバ ックス等49冊95,699文/松 竹映画台本48作54,009文)

③マルチ メデ ィアデー タ

(音声デー タ9,536件/画 像デー タ6,829件)

④マルチ リンガルデー タ

(英語6,185語/ス ペイ ン語7,435語/ポ ル トガル語6,712語/ド イ ツ語5,494語/イ タ

リア語7,216語)

また,こ れ らの コンテ ンツを使 って,様 々なデー タベ ー スやアプ リケー シ ョンプ ログラム,

そ してデ ジタル教材 を開発 し,関 連 学会 ・研 究会等 で発表 してきた。

(2)研 究の 目的

我 々が開発 した 日本語 コンテ ンツは,著 作権 を保護 す るために,イ ンターネ ッ ト公 開では

な くCD-ROMを 媒 体 と し,利 用 申込者 に実費手数料(郵 送料等)で 配布 してきた。 このCD-ROM

利用者 の国別分布 を調べ る と,① 日本(49%),② 米国(14%),③ カナ ダ(6%),④ フ

ランス(5%),⑤ ドイ ツ(4%)で あった(図1参 照)。

CD-ROMの 配布先が 日本 と欧米 に偏 ってい る理 由の1つ は,「 そ の他 の国 と比較 して 日本語

コ ンテ ンツ を必要 とす る教師 ・学習者 の人数 が多いた め」であ るが,も う1つ の理 由は 「教

師 ・学 習者 のまわ りに現地 のIT専 門家が た くさんい るので技術 的支援 を容 易 に受 け られ る

ため」 と考 え られ る。

欧米以外 の国 ・地域で は,IT専 門家 の支援 が容易 に得 られ ない 日本語教 師が多数存在 し

てい る。その よ うな機 関では,日 本語 コンテ ンツのCD-ROMを 利 用す るこ とや,IT技 術 を利

用 した 日本語教 育を実践す るこ とが困難 な状況 にあ る とい える。
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そ こで,本 研 究の 目的は,多 数の 島々か ら成 る太平洋 の国 ・地域の 日本語教育機 関 を研 究

対象 と し,「 ① 日本語 コンテ ンツの 実態(需 要 ・供給 ・開発状況 とIT環 境等)」 と 「②教

師 ・学 習者 の 日本語 コンテ ンツ活用能力 の実態」を調査 に よって明 らか に し,そ して 「③実

態 に即 した 日本語 コンテ ンツの流通 システムの在 り方 」について有益な知見 を得 るこ とで あ

る。特 に太平洋 の国 ・地域 を対象 とす る理 由は,こ の国 ・地域 の教師 ・教材 不足 と地理的不

便性 をITの 活用 に よって克服可能 である と考えた ことと,こ の国 ・地域が 目本 に対 して友

好的 であ る とい うこ とが,主 な理 由である。

具体 的 には,ま ず,「 調 査対象国 ・地域 の 日本語 コンテ ンツの実態 」 と 「教師 ・学習者 の

活用能 力の 実態」 を把握す るた めの調査項 目を検討 し,質 問紙 にま とめる。 次 に,太 平洋の

国 ・地域 の 日本語教 育機 関に依 頼 して,そ の質問紙 に回答 して も らう。 そ して,調 査回答の

結果 か ら,太 平洋の 国 ・地域の全体的特徴 を把握す る。最後 に,太 平洋の国 ・地域 の 日本語

教育機 関 を訪 問 して,日 本語 コンテ ンツの利用実態 を明 らか にす る。

(3)研 究の特色

我 々の これ までの研究 に よって,日 本語 コンテ ンツの開発 は既 に終 えてい る。本研 究は,

コンテ ンツ開発 に力点 を置 くのではな く,現 地 のIT専 門家 の支援 がな くて も,既 存の コン

テ ンツを有効 に教育活用 できる方法 を開発 したい と考 えてい る。(開 発が困難 な場合 はその

問題点 を明確 に したい と考 えてい る。)

本研 究の研 究組織 は,日 本語学 ・日本語教育研究者 と教育情報 ・教 育工学研 究者 か ら構 成

され てい る。本研 究の よ うに専門領域が異 なる研 究者 が一緒 に調査研 究を行 うことは,双 方

の研 究者 に とって意義深 い と考えてい る。

図1CASTEL/JCD-ROM利 用 者 の 国別 分 布
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1.2研 究経過

(1)調 査項 目の検討及 び質 問紙調査の実施

平成15年 度は,太 平洋 の国 ・地域 にお ける 「日本語 コンテ ンツの実態」 と 「教 師 ・学習者

の活用能 力の実態」 を把握す るた めの調査項 目を国内 で検討 した。 次に,こ の検討 結果 を基

に質問紙 を作成 し,調 査 を実施 した。

調 査項 目の検討会議 は,第1回 は平成15年8月 に屋久 島グ リー ンホテル(鹿 児 島県屋久 島)

で,第2回 は平成16年1月 に国立教育政策研究所(東 京都 目黒 区)で,本 研 究代表者 ・分担

者 及び海外共 同研究者 が集 ま って行 った。質 問紙の作成,発 送,回 収,分 析 等 は,研 究代表

者(国 立教育政策研 究所)が 行 った。

① 田本語 コンテ ンツに関す る調査項 目の検討

日本語 コンテ ンツの実態 を把握す るための調 査項 目を検討 した。 この とき,1)日 本語 コン

テ ンツを利用す るための情 報機器 ・ネ ッ トワー ク等 のハー ドウェアに関す る項 目と,2)日 本

語 コンテ ンツの ソフ トウェア(ア プ リケーシ ョン)に 関す る項 目に大 き く分 けて検討 した。

②教師 ・学習者の活用能力 に関す る調査 項 目の検討

教師 ・学習者 の活用能 力の実態 を把握 す るた めの調 査項 目を検討 した。 教師 に対 して は教

材 作成,学 習指導,教 授 法(授 業),評 価 法 にお け る各場 面で,学 習者 に対 して は 日本語学

習 目的に分 けて検討 した。

③質 問紙調査 の実施

調査項 目の検討 を踏 まえ,質 問紙 を作成 し,平 成16年7月 に太平洋 の12か 国 ・地域 の 日

本語 教育機 関に質 問紙 を送付 した。回答締切 目は平成16年8月31日 で,65機 関中26機 関

か ら質問紙 を回収 した。 その後,こ の調査結果 を集 計 し分析 した。

(2)太 平洋の国 ・地域 の実態調査

平成16～17年 度 は,本 研 究代表者,研 究分担者及 び海 外共同研 究者 が2～3名 の グループ

を組織 して,太 平洋 の国 ・地域の 日本語教育機 関を訪問 した。実態調査 を実施 した国 ・地域,

訪 問機 関,訪 問 日程,経 路,派 遣者 は,次 の とお りであ る。

〔調査研 究実施 国 ・地域〕

① マー シャル諸 島 ・ミク ロネシア

訪 問機 関:マ ー シャル諸 島短期大学,国 立 ミク ロネシア短期大学,他

訪 問 日程:平 成16年12月12日 ～平成16年12月19日

経 路:日 本→ グアム→ マ ジュロ→ ポンペ イ→ グア ム→ 日本

派遣 者:坂 谷 内勝,吉 岡亮衛

② ブイジー

訪問機関:フ ィジー技術学院

訪問 日程:平 成16年10月19日 ～平成16年10月25日

経 路:日 本→ナ ンデ ィ→ スバ→ ナ ンデ ィ→ 日本
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派遣者:坂 谷内勝,赤 堀侃 司

③パ ラオ

訪 問機 関:ミ ンゼ ンティ高校,他

訪 問 日程:平 成16年11月18日 ～平成16年11月22日

経 路:日 本→ グアム→パ ラオ→ グア ム→ 日本

派遣者:坂 谷 内勝,土 屋順一

④ サモ ア

訪 問機 関:サ モ ア国立大学

訪 問 日程:平 成17年1月24日 ～平成17年1月28日

経路*1:目 本→ オー クラン ド→ ア ピア→オー クラン ド→ 日本

経路*2:メ ル ボル ン→オー クラン ド→ア ピア→オー クラン ド→メルボルン

派遣者:大 曽美恵 子*1,豊 田悦 子*2

⑤ タ ヒチ(仏 領 ポ リネシア)

訪 問機 関:仏 領 ポ リネシア大学,他

訪 問 日程:平 成16年11月29日 ～平成16年12月4日

経路*1:日 本→ パペ ーテ→ 日本

経 路*2:メ ルボル ン→オー クラン ド→パペーテ→オー クラン ド→ メルボル ン

派遣者:坂 谷 内勝*1,鈴 木庸子*1,豊 田悦子*2

⑥ ニ ュー カ レ ドニア(仏 領ニ ュー カ レ ドニア)

訪 問機 関:ラ ペルーズ高校,他

訪 問 日程:平 成17年5月2日 ～平成17年5月9日

経 路:日 本→ ヌー メア→ 日本

派遣者:小 松 幸廣,カ イザー ・シュテ ファン

⑦ ハ ワイ諸 島(米 国ハ ワイ州)

訪 問機 関:ハ ワイ大学マ ウイ コミュニテ イカ レッジ,他

訪 問 日程:平 成17年11月29日 ～平成17年12月4日

経路*1:日 本→ ホノルル→ カフル イ→ ホ ノルル→ 日本

経路*2:サ ンデ ェ ゴ→ ホ ノルル→ カ フルイ→ ホ ノルル→サ ンデ ェゴ

派遣者:坂 谷 内勝*1,加 納千恵子*1,當 作靖彦*2
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1.3調 査対象の国 ・地域

(1)大 洋 州 の 国 ・地 域

「国 際協 力機 構 年 報2004年 度 」 の大 洋 州 地域 は,図2に 示 す 国 ・地 域 を 対 象 と して い る。

北 の方 か ら,マ リア ナ 諸 島,パ ラ オ,ミ ク ロネ シ ア,マ ー シ ャル,パ プ ア ニ ュー ギ ニ ア,ナ

ウル,キ リバ ス,ソ ロモ ン,ツ バ ル,バ ヌ ア ツ,フ ィ ジー,サ モ ア,ト ン ガ,ク ッ ク諸 島,

ニ ウエ で あ る。

図2大 洋州の国 ・地域(「 国際協 力機構 年報2004年 度」 よ り引用)

この国 ・地域 の中で,国 際協力機構(JICA)が 派遣 している 日本語教 師は,19名(2004年

度)で ある(各 国 ・地域の 内訳 は表3参 照)。

太平洋 には,こ の他 に,仏 領 のタ ヒチや ニュー カ レ ドニア,米 国ハ ワイ州 のハ ワイ諸 島(オ

アフ島,マ ウイ島,カ ウアイ 島等),米 国 の準州 の グアム な ど,様 々な島喚 が ある。

そ こで,本 研 究が対象 とす る 「太 平洋 の 日本語教 育機 関」 を選定す るに あた り,次 の文献

を参考 に した。

① 国際交流基金 日本語 国際セ ンター編 「海 外の 日本語教 育の現状1998年 」(大 蔵省 印刷 局発

行,2000年3月)

②西尾珪子 ・カ ッケ ンブ ッシュ知念 寛子著 「日本語 教育 とそ の環境一 太平洋 島峨地域 におけ

る一」(笹 川 平和財 団島嶼国 基金発行,1998年3月)
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上記文献に掲載されている太平洋島嶼国 ・地域を表3に 示す。なお,こ こに示す 日本語教

育機 関数は,国 際交流基金 日本語国際セ ンターの1998年 度調査の結果であ り,調 査対象外の

機関(日 本人学校等)及 び調査に協力 していない日本語教育機関は含まれていない。国名は

国際交流基金が使用 している日本語の表記にしたがい,国 以外の地域に関しては〈 〉を

付 して表記した。

表3太 平洋島喚国・地域一覧

(*は 人数不明)

(2)調 査 を行 った国 ・地域

＜ハ ワイ 〉は,日 本語教育機 関数 が極 めて多 く,ま た,多 くの 日本語教育機 関がオア フ島

に集 中 してい る ことがわ かった。 そ こで,米 国ハ ワイ州 のオアフ島は,他 の太平洋 島嶼 とは

異 質な環境 に ある(例 えば,日 本語教材 が豊 富であ る,IT環 境 が十 分整備 され てい る)と

判 断 し,本 調 査 の対象 か ら除外す るこ とに した。 オアフ島以外 のハ ワイ州 の島は調 査の対象

と した。 同等 な理 由で,大 洋州 に属 してい るオース トラ リア,ニ ュージー ラン ドも,調 査の

対象 か ら除外 した。

本研 究 の質 問紙調査 は,国 際交流基金 目本語 国際セ ンターの1998年 度調査 で 日本語教育機

関の所在 が確認 され てい る機 関,JICAが 日本語教師 を派遣 してい る機 関,さ らにREXプ ログ
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ラム(外 国教育施設 日本語指導員 派遣事 業)に よる教員が いる機 関に対 して質 問紙 を送付 し

て行 った。本研究調査 に回答 があ った 日本 語教育機 関の国 ・地域 は次 の とお りであ る。

〈グアム 〉,ミ クロネシア,パ ラオ,マ ー シャル諸 島,フ ィジー,サ モア,ト ンガ,<ニ

ュー カ レ ドニア〉,〈 仏領 ポ リネ シア 〉,〈 ハ ワイ 〉

訪 問調査 した機 関は,外 務省 か ら警告 されて いる 「海 外渡航危険 国 ・地域」 を除 き,事 前

に コンタ ク トパー ソンと連絡 が とれ た国 ・地域 の中か ら,次 の条件 に合 致 してい る ところを

選定 した。

① 日本語教育 を実施 している大 学

〈仏領 ポ リネ シア 〉(仏 領 ポ リネ シア大学,他),〈 ハ ワイ 〉(ハ ワイ大学 マ ウイ コ ミュニテ

イカ レッジ)

②JICAが 派遣 してい る 日本語教師 がいる機 関

マー シャル諸 島(マ ー シャル 諸島短期大学,他),ミ クロネシア連邦(国 立 ミクロネ シア短期

大学,他),フ ィジー(フ ィジー技術学院),サ モア(サ モア国立大学)

③REXプ ログラムによる教員 がい る機 関

パ ラオ(パ ラオ高校)

④そ の他 日本語教育が熱心 な機 関

〈ニ ューカ レ ドニア 〉(ラ ペル ーズ高校,他)

JICAは,大 洋州の国 ・地域 に対 して,日 本語教師の派遣だけではな く,様 々な専門家 を派遣 し

ている(図4参 照)。 サモア国立大学は,訪 問調査 した機関の1つ である。

図4サ モア国立大学の情報通信強化(「 国際協 力機構年報2004年 度」よ り引用)
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2.質 問紙調査

2.1調 査概要

(1)調 査 の 目的

質 問紙調 査 の 目的 は,「 太平洋 の 日本語教 育機 関を対象 に,コ ン ピュー タやイ ンターネ ッ ト

の設 置や利 用の状況 を把握 し,こ れ らを活用 した 日本語 コンテ ンツの開発 ・提 供方法 を検討

す るための基礎 的情報 を得 る」 ことに ある.

さらに,日 本語 コンテ ンツに関す る訪問調査 を実施す る機 関 を,こ の質 問紙調査 の回答 が

あった機 関 の中か ら選ぶ ことに した。

(2)調 査の 対象 と実施

質問紙調 査の対 象は,太 平洋 の 日本語 教育機 関である。ただ し,日 本語教材 が比較 的豊窟

で,IT環 境 が十 分整 備 され てい ると思われ る国 ・地域(米 国ハ ワイ州 のオア フ島,ニ ュー

ジー ラン ド,オ ー ス トラ リア)の 日本語 教育機関は調査対象に しなかった。

質問紙調 査 を送 付 した 目本語教 育機 関は,国 際交流基金 日本語 国際セ ン ター編 「海外 の 日

本 語教育 の現 状1998年 」(大 蔵省 印刷 局発 行,2000年3月)に 記 され ている61機 関 と した。

国 ・地域 別の機 関数は表5の とお りで ある。 なお,表5の 国名 ・地域名 の中で,地 域名 に

は 〈 〉を付 した。また,No.（ 順番)は 機 関数 の多 い順 と し,機 関数 が同 じ場合 は,国 名 ・

地域名 の五十音順 とした。

表5質 問紙調査 を送付 した機関の国名 ・地域名と機関数

※国以外の地域に関してはく 〉を付 して表記 した。

質 問紙調査 を発 送 した 日は2004年7月12日 で,回 答締切 日を2004年8月31目 とした。

質 問紙 の他 に 日本語 教育担 当者 への調 査依頼文(日 本語,英 語,フ ランス語)と ・返信 用封

筒 を同封 した。返信 用封筒 は,郵 便 局か ら国際郵便料金受取人払 いの承認 を受 け,先 方か ら

の郵便 料金 は不要 と した。
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④ 国際交流基金 日本語国 際セ ンター編 「海外 の 日本語教 育の現状1990年 」(大 蔵省印刷局発

行,1992年8月)

⑤ 国際交流基金 日本語 国際セ ンター編 「海 外の 日本語教 育の現状1998年 」(大 蔵省印刷局発

行,2000年3月)

具体 的には,「 日本語 コンテ ンツの実態 を把握す るための調 査項目 と して,1)情 報機器 ・

ネ ッ トワー ク等のハ ー ドウェアについて は,使 用す る個 々のハー ドウェア のメーカ,台 数

性能,経 費,設 置場 所,管 理,保 守等 に関す る項 目や,2)日 本語 コンテ ンツの ソフ トウェア

(アプ リケー シ ョン)に つ いては,具 体的 な ソフ トウェア の名称,バ ー ジ ョン,保 有数,経

費等 に関す る項 目を用意 した。 また,「 教師 ・学習者 の活用状況 と能力 に関す る調査項 目」 と

して,3)教 師 に対 しては教材 作成,学 習指 導 ・教授 法 （授業),評 価法 にお ける各場 面での各

教 師の活用状況 と能力,4)学 習者 に対 しては 日本語学習 目的(日 本語 ・日本 文化等 の知識志

向,留 学 ・就職 等の実利 志 向,異 文化理解 ・観 光旅 行等 の交流志 向)に 分 けて各学習者 の活

用状 況 と能 力に関す る項 目を用意 した。

しか し,こ れ らの項 目をす べて質問紙 に盛 り込む と,調 査項 目数 が膨 大 にな るこ とと,そ

れ に伴い調 査回答者 の負 担が増大す る ことにな り,回 収率が低 くな るこ とが予想 された。

そ こで,質 問紙調 査の内容 は最小 限な もの(回 答 に要す る時間を30分 以 内 とす る)に して,

も し詳細 な ことを把握 したい ときは訪 問調査 の ときに聞 き取 るこ とに した。

この検討 を踏 まえ,質 問紙調査 の調査項 目は,大 別 して,① 機 関の概 要(質 問数8),② 日

本語 教師数 と学習者数(質 問数4),③ コンピュータ の台数 と使用 目的(質 問数4),④ イ ン

ターネ ッ トの台数 と利用 目的(質 問数4),⑤ コン ピュータや イ ンターネ ッ トの効 果(質 間数

2),⑥ そ の他(質 問数1)の 合 計23問 とした。

調 査項 目への回答方法 は,大 部分 が,当 ては まる ものにチ ェ ックを付 け る方法 を採用 し,

回答作業の簡易化,回 答 時間の短縮 を図った。 回答 時間 について は,1問 に付 き1分 前後 と

計算す る と,全 体で約20～25分 程 度の時間で回答 で きるもの と思われ る。

以下に,質 問紙の調 査項 目の概要 を示す.
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(3)調 査項 目の検討

当初,調 査項 目は 「日本語 コンテ ンツの実態 を把握す るた めの調査項 目」 と 「教 師 ・学習

者 の活用状 況 と能 力に関す る調査項 則 に分類 し,以 下の①か ら⑤ までの文献 を参考 に,調

査 したい内容 を数多 く取 り揃 えた。

① 国立教 育研 究所編 「コン ピュー タ教育の国際比較一IEArコ ン ピュー タ と教育 に関す る

国際調査」報告一」(臼 本 教育新聞社発行,!992年3月)

② 国立教育研 究所編 「続 ・コン ピュー タ教育の 国際比較一IEArコ ン ピュ}タ と教育に関

す る国際調査」:最終報告 一」(国 立教育研究所発行,1995年3月)



(1)機 関の概 要

(1-1)機 関名

機 関名(原 語,英 語名,日 本語名)

(1-2)機 関 の設 置主体

公的機 関,民 間機 関等 の別

(1-3)日 本語教 育部 門名

日本語 教育 を直接担 当 してい る部門名(原 語,英 語),大 学 等の高等教育機 関はその学部 ・

学科 ・研 究所名(原 語,英 語)

(1-4)本 調査 回答者(日 本語 教育担 当者)の 氏名等

氏名(原 語,英 語),職 名,電 話 番号,FAX番 号,E-mailア ドレス

(1-5)住 所

郵便物 を送付す る際の住所(自 宅 の住 所で も可)

(1-6)授 業 の形態

日本語授 業 の形態

(1-7)日 本語 教育開始年

日本語 教育 を開始 した年(西 暦)

(1-8)機 関の性 格

学校教 育(小 学校,中 学校 ・高等学校等),学 校 教育以外(成 人教育等,組 織 内教育)の 別

(2)日 本語教 師数 と学習者 数

(2-1)日 本語 を教 えてい る教師数

(2-2)日 本語 教師 の内,日 本人 また は 日本語 を母語 とす る者 の教師数

(2-3)機 関の学習者総数

(2-4)日 本語 を学習 してい る学習者

(3)コ ン ピュー タの台数 と使用 目的

(3-1)コ ンピュー タの有無 と目本語教 育で利 用で きるコンピュ・一タの台数

(3-2)日 本 語教育へ の コン ピュー タ使用 の有無

(3-3)日 本 語教師 の コン ピュー タ使用 目的

(3-4)日 本 語学習者 の コン ピュー タ使 用 目的

(4)イ ンターネ ッ トの台数 と利用 目的

(4-1)イ ンターネ ッ トに接続 され てい るコンピュー タの台数

(4-2)イ ンター ネ ッ トの設備 と利用 の状 況

(4-3)日 本語教 師のイ ンターネ ッ ト利 用 目的

(4-4)日 本語学習者 のイ ン ターネ ッ ト利 用 目的

(5)コ ン ピュー タや イ ンターネ ッ トの効果

(5-1)コ ン ピュー タやイ ン ターネ ッ トの教師へ の効果

(5-2)コ ン ピュー タやイ ン ターネ ッ トの学習者への効果

(6)質 問に対す る回答の補足,あ るいは調査 についての コメン ト等
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2.2調 査依頼文と調査内容

(1)日 本語の調査依頼文

日本語の調査依頼文を以下に示す。

日本語教育担当者 殿

※ この調査票を 日本語教育部 門の担 当者 または教師にお渡 しください。現在,あ なたの機関で 日

本語教育を行 っていない場合は,こ の調査票に回答 しなくて結構で す。

太平洋の教育機関における日本語コンテンツに関する基礎調査

調査協力のお願い

本研究プ ロジェク トは,日 本学術振興会の科研費 ・基盤研究(海外学術調査)の助成 を得 て,太 平

洋 の教育機 関における 日本語コンテンツ(注)に 関す る調査を行っています。

今回の調査は,太 平洋の 日本語教育機関を対象に,コ ンピュー タやインターネ ッ トの設置や利

用 の状況 を把握 し,こ れ らを活用 した 日本語 コンテンツの開発 ・提供方法を検討す るために実施

す るものです。

調査票の返送は同封 の返信用封筒(国 際郵便料金受取人払)を ご利用いただ けれ ば,郵 便料金

は不要です。

なお,回 答 をいただいた機関の中か ら10機 関程度 を選び,日 本語 コンテ ンツに関する訪問調

査を実施する予定です。

本調査へのご協力をお願いいた します。

(注:コ ンテンツ とは電子化 された教材 ・素材 のことです。)

※同 じ調査票 と返信用封筒を2部 同封いた しま した。お近 くに 日本語教育機 関があ りま した ら,1

部お渡 しください。

(お 問 い合 わせ 先/研 究 代表 者)

〒153・8681東 京都 目黒 区 下 目黒6-5-22

国 立教 育政 策研 究所

坂 谷 内 勝

EMAILsaka@niergo-jp

FAX+81-3・3714-0986
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(2)英 語の調査依頼文

日本語の調査依頼文を英語に翻訳したものを以下に示す。

To : The person in charge ofJapanese language education

please hand this survey to the person in charge of the Japanese language education 

department or to teacher in that department. If Japanese language education is not carried 

out at your institution, there is no need to respond to this survey.

Basic Survey Regarding Japanese Language Content 

  in Educational Institutions in the Pacific Area

Request for Cooperation

This research project, financed by a Grant-in-Aid for Scientific Research (B) from the Japan 

Society for the Promotion of Science, is aimed at surveying Japanese language content (see 
note) used in educational institutions in the Pacific region. 
The primary purpose of the survey is to find out the current situation regarding the installation and 

usage of Japanese language educational institutions in the Pacific area and to consider methods of 

developing and supplying Japanese language content through such institutions. 

If you use the enclosed envelope to return the survey form (International Business Reply 

Service/IBRS), it is not necessary to pay any postal charges. 

In addition, e are planning to carry out visiting research on Japanese language content at 10 

institutions from those that reply to our survey. 

We hope that you will be able to participate in this survey. 

            (Note: "Content" refers to electronic teaching materials and other materials.)

*We enclose two copies of the survey forms and the IBRS envelopes . If there is a Japanese 

educational institution nearby, we would be grateful if you would pass on the spare set of 

forms to that institution.

(Inquiry address/Research representative) 
           Masaru SAKAYAUCHI 

       6-5-22 Shimo-meguro, Meguro 
                Tokyo 153-5681 

              National Institute for 
        Educational Policy Research 

            E-mail: saka@ nier.o.jp 
             Fax: +81-3-3714-0986
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(3)フ ランス語の調査 依頼文

日本語の調査依頼文をフランス語に翻訳 した ものを以下に示す。
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(4)調 査 内容

1.機関名 ・氏名 ・住所

(1）機関名

あなたの機関の名前 を原語で記入 して ください。英語名 と目本語名 も記入 して くだ さい・

【例1原 語UniversiteduPacifique

英 語UniversityofPacific

日本 語 太平 洋 大学(ま た は,パ シ フィ ック大学)

(2)機 関の設 置主体あなたの機関は次の どれ にあてはま りますか。一つだけ選んでチェ ック してく

だ さい。

□①国,州,省,地 方 自治体な どが設置 した公的機 関

□②民間の団体や個人が設置 した民間機関

□③ 日本の政府関係組織が設置 した機 関

(3)日本語教育部門名

あなたの機関で 日本語教育 を直接担 当 している部門の名前を,大 学等の高等教育機 関はその学

部 ・学科 ・研 究所名 を原語 と英語で記入 して くだ さい。

(4)本調査 回答者(日 本語教育担 当者)の 氏名等

あなたの氏名,職 名 を原語 と英語で記入 してください。また,あ なたに連絡する際の電話番号,

FAX番 号,E-mai1ア ドレスを記入 して くだ さい。

氏名(原 語):

氏名(英 語):

電話 番 号:

:FAX番 号:

E-mailア ドレス:

14
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(5)住所

あなたに郵便物 を送付す る際の住所を記入 して ください。あなたの自宅の住所 でもかまいませ

ん。(枠 内に書いたものが,郵 便物の宛名にな ります。)

【例】SAKAYAUCHIMasaru

NationalInstitutefor

EducationalPolicyResearch

6-5・22Shimomeguro,Meguroku,

Tokyo,153-8681,JAPAN

2授 業の形態

あなたの機関が行っている 日本語の授業は次の どの形態ですか。 一つだけ選んでチ ェック して

くだ さい。

□①教室で教師が直接 日本語の授業 を行 う。

□②通信教育等 による授業(「 ①」以外)

□③ 「①」 と 「②」の両方

3.教師数

(1)あなたの機関の 日本語を教えている教師は現在何名 です か。

→ 名

(2)その うち 日本人または 日本語 を母語 とす る者 の教師数は何名 ですか。

→ 名

4.日本語教育開始年 あなたの機 関が 日本語教育 を開始 したのは何年ですか。西暦 で記入 して くだ

さい。

→ 年
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5.機関の性格

あなたの機関の 日本語教育は制度的にみて次の どれに当てはま りますか。 当てはまるものを選

んでチ ェック して下 さい。

学校教育

□①学校教育の初等段階(小 学校)

□②学校教育の中等段階(中 学校 ・高等学校)

口③学校教 育の高等段階(大 学,短 期大学,大 学院)

学校教育以外

〔]④成人教 育,社 会教育,私 塾な どその他 日本語教育機 関

□⑤組織 内教育(従 業員や公務員など被雇用者を対象 に行われている日本語教育)

6.学習者数

(Dあ なたの機関の学習者 の総数 は何名ですか。

口①1～10名 □②11～20名[③21～30名 □④31～40名

⑤41名 以上(お よその人数をお書 き下 さい。 → 約 名)

〈2)その うち 日本語 を学習 している学習者の数 は現在何名ですか。

□①1～10名 □②11～20名 □③21～30名 □④31～40名

□⑤41名 以上(お よその人数をお書 き下 さい。 → 約 名)

7.コ ンピュータの台数 と利用

(1)あ なたの機関にはコン ピュー タがあ ります か。ある場合は 日本語教育で利用できるコンピュー

タの台数 をお答 えくだ さい。

ロ①ある

日本語教育で利用できるコンピュータの台数:台

□②ない

(2)あなたは 日本語教育にコン ピュー タを使っていますか。

□① はい

□②いいえ

8.あ なたの機 関の教師 は 日本語教育 において コンピュータをどのよ うに使用 していますか。 当て

はまるものすべてにチ ェックして くだ さい。

(※次のペー ジにチェックす る項 目があ ります。)
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四

□① 日本語 ワープ ロ(文 書 ・教材作成)

〔②CD-ROM(日 本語 ・日本事情教材等)

□③ホームペー ジ検索(情 報収集)

□④E-mai1(情 報の発信 ・交換)

□⑤その他( )

9.あなたの機関の 日本語学習者は 日本語学習のためにコンピュー タをどのよ うに使用 しています

か。 当てはまるものすべてにチェ ック して くだ さい。

□① 日本語 ワープロ(文 書 ・教材作成)

□②CD-ROM(日 本語 ・日本事情教材等)

□③ホームページ検索(情 報収集)

□④E-mail(情 報 の発信 ・交換)

□⑤その他()

10.イ ンターネ ッ トに接続 され てい る コン ピュー タの台 数 をお 答 え くだ さい。

→台

11.イ ンターネ ッ トの設備 と利用について当てはまるものにチェック して ください。

□①インターネ ットをよく利用 している。

□②インターネ ットの設備 があるが,あ ま り利用 していない。

□③イ ンターネ ットの設備があ るが,通 信費が高 くて あま り利用 しない。

□④イ ンターネ ッ トの設備が不十分なため,あ ま り利用 しない。

□⑤イ ンターネ ッ ト設備がない。

12.コンピュータやインターネ ッ トを 日本語教育に使用 したことによって,教 師 には どの ような効

果があ りま したか。当てはまるものすべてにチ ェック してください。

□① 日本語入力ができるパ ソコンが使 えるよ うになった。

□②パ ソコンに蓄積や保存 され ている文書(教 材等)を 効果的に活用できるよ うになった。

□③授業形態や授業方法が今までよ り多様 になった。

□④効果的な授業ができるよ うになった。

□⑤個別指導が より良くできるよ うになった。

□⑥他 の教師 と情報交換す るようになった。

□⑦効果がなかった。
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13.コ ンピュー タやインターネ ッ トを日本語教育に使用 した ことによって,学 習者にはどの ような

効果があ りま したか。 当てはまるものすべてにチェックしてくだ さい。

□①学習意欲が高まった。

□②情報収集 ・発信 が効果的にできるよ うになった。

□③創造性 が高 まった。

□④学習 を楽 しくで きるよ うになった。

□⑤ 日本語入力がで きるパ ソコンが使 えるようになった。

□⑥個別学習ができるようになった。

□⑦学習者 どうしの議論が活発になった。

□⑧表現能力 ・プ レゼ ンテーシ ョン能力が伸びた。

□⑨効果がなかった。

14.あ なたの機 関の教師は 日本語教育においてインターネ ットを,次 のどの活動で利用 しています

か。 当てはまるものにすべてチェ ックをつ けて くだ さい。

□① メールや ファイルの送受信を行 う。

[コ②外部のデー タベー スの利用を行 う。

□③情報検 索 ・収集 を行 う。

□④ ホームペー ジを作成 して発信する。

□⑤他 の機 関 と交流を行 う。

□⑥テ レビ会議 を利用 して共同授業を行 う。

□⑦その他()

15.あ なたの機 関の 日本語学習者 は 日本語学習のためにインターネ ッ トを,次 のどの活動で利用 し

ていますか。 当てはまるものにすべてチェ ックをつけて ください。

□① メールや ファイルの送受信 を行 う。

□②外部のデー タベースの利用を行 う。

□③情報検索 ・収集を行 う。

□④ホー ムペ ージを作成 して発信す る。

口⑤他 の機関 と交流 を行 う。

口⑥テ レビ会議 を利用 して共同授業 を行 う。

□⑦その他()

最後 に,以 上の質問に対す る回答で補足 したいこと,あ るいはこの調査について何かコメン トが

ございま した らお聞かせ くだ さい。
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2.3調 査回答機関

(1)調 査 回答機関数 と回収率

国際郵便 による郵送で質 問紙調査 を送付 した機 関(合 計61機 関)か ら,返 信用封 筒で回答

が あった機 関は23機 関であった。 回収率は37.7%で あった。

〈ニュー カ レ ドニア 〉の6機 関 か らの回答,<ハ ワイ 諸島>3機 関か らの回答 の よ うに,

送付機 関数 が多い国(地 域)か ら,比 較 的多 くの 回答 があ った。ただ し,パ プ アニューギニ

アは7機 関に送付 したに もかかわ らず,1機 関か らも回答 がなか った。 この時期,パ プァニ

ュー ギニ アは海外渡航危 険国 として警告 され てお り,治 安の悪 さが影響 してい るのか も しれ

ない。(例 えば,郵 便 物が届か なかった可能性 な ど。 本 当の原因 は不 明であ る。)

送付機 関数 とほぼ同 じ回答機 関数 の国(地 域)は,〈 仏領 ポ リネ シア 〉,ミ ク ロネ シア,

マー シャル諸島であった。これ らの国(地 域)の 機 関は,郵 便物 が確 かに届 け られ た ことと,

質 問紙調 査 に対 して積極 的 に回答 していただいた と解 釈す るこ とがで きる。

質問紙調 査に回答 があった国名 ・地域名別 の送付機 関数 と回答機関数 の内訳 を表6に 示す。

また,こ の表 をグラフ化 した もの を図7に 示す。

質問紙調査 を送付 しなかったパ ラオ とサモ アか ら質 問紙調査 の回答 を得 るこ とが できた。

この理 由は,JICAが 派遣 してい る 日本語教 師及びREXプ ログラムによる教員 の協 力が得 られ

たた めで ある。パ ラオ2機 関 とサモア1機 関か らの回答 は,電 子メー一ルで情 報 を得 る ことが

できた。(こ の2つ の国 は,後 の訪 問調査 の対象 国 とした。)

:最終的な回収 率は,64;機 関中26機i関 の回答 で,回 収率 は40。6%に な った。

なお,表6の 国名 ・地域名 の 中で,地 域名 には 〈 〉を付 した。 また,Nα(順 番)は 表

5に 記 した順 の後に,パ ラオ とサモア を追記 した。

表6国 名 ・地域名別の質問紙調査送付機関数と回答機関数

※送付機 関数 と回答機 関数 の()は,後 日,電 子 メールで調査 した機 関の数 である。



(2)調 査 回 答 機 関 名

質 問紙 調 査 に 回 答 が あ った26機 関 の機 関 名 一覧 を こ こ に記 す 。IDはS0l～S26ま

で 順 番 に 付 記 した。

国名 ・地 域 名 別 に,「ID:日 本 語(原 語/英 語)」 の順 に表 記 して い る。 同 じ国名(地 域

内 で は,日 本 語 の 五 十 音 順 に機 関 を 表 記 した。 原 語 は アル フ ァベ ッ ト表 記 に 変換 して記 述 し

て い るた め,ア クセ ン ト記 号 等 が 表 記 され て い な い。(正 しい原 語 で は ない 。)

<ニ ュー カ レ ドニ ア>

SO1:シ ャ ンパ ニ ア 中学 校(COLLEGECHAMPAGNAT/CHAMPAGNATCOLLEGE)

SO2:ブ レー ズ パ ス カル 高 校(LYCEEBLAISEPASCAL/BLAISEPASCALHIGHSCHOOLγ

SO3:ボ ドゥー 中 学 校(COLLEGEGEORG£SBAUDOUX/GEORGESBAUDOUXCOLLEGE)

SO4:マ ジ ェ ン タ高 校(COLLEGEDEMAGENTA/MAGENTAJUNIORHOGHSCHOOL)

SO5:マ リォ テ ィ 中学 校(COLLEGEJEANMARIOTTI/JEANMARIOTTICOLLEGE)

SO6:ラ ペ ル ー ズ 高 校(LYCEELAPEROUSE/LAPEROUSEHIGHSCHOOL)

ミ ク ロネ シ ア

SO7:コ ス ラエ 高 校(KOSRAEHIGHSCHOOL/KOSRAEHIGHSCHOOL)

SO8:ポ ンペ イ 島 中 央 高校(POHNPEIISLANDCENTRALSCHOOL/POHNPEIISLANDCENTRAL

scxooL)

SO9:ミ ク ロ ネ シ ア 短 期 大 学 ナ シ ョナ ル 校(COLLEGEOFMICRONESIA-FSMNATIONALCANPUS

/COLLEGEOFMICRONESIA-FSMNATIONALCANPUS)

S10:ミ ク ロネ シ ア短 期 大 学 ポ ンペ イ 校(COLLEGEOFMICRONESIA-FSMPOHNPEICAMPUS

/COLLEGEOFMICRONESIA-FSMPOHNPEICAMPUS)

<仏 領 ポ リネ シ ア>

S11:タ ヒチ ホ テ ル 学 校(高 校)(LYCEEHOTELIERDETAHITI/TAHITICATERINGSCHOOL)

Sユ2:タ ヒチ ホ テ ル 学 校(短 大)(LYCEEHOTELIERDETAHITI/TAHITICATERINGSCHOOL)

S131仏 領 ポ リネ シ ア 大学(UNIVERSITEDEPOLYNESIEFRANCAISE/UNIVERSITYOFFRENCH

POLYNESIA)

S14:ラ メ ネ 中学 校(COLLEGELAMENNAIS/LAMENNAIOSCHOOL)

<ハ ワイ 諸 島>

S15:カ ウ ア イ コ ミュ ニ テ ィ カ レ ッ ジ(KAUAICOMMUNITYCOLLEGE/KAUAICOMMUNITY

COLLEGE)

Sユ6:マ ウイ コ ミュ ニ テ ィカ レ ッジ(MAUICOMMUNITYCOLLEGE/MAUICOMMUNITYCOLLEGE)

S17:ワ イ ル ク本願 寺(WAILUKUHONGWANJIMISSION/WAILUKUHONGWANJIMISSION)

トン ガ

S18:ア テ ニ シ大 学(ATENISIUNIVESITI/ATENISIUNIVERSITY)

S19:ト ン ガ 高 校(TONGAHIGHSCHOOL/TONGAHIGHSCHOOL)

マ ー シ ヤル 諸 島

S20:マ ー シ ャ ル 諸 島 高 校(MARSHALLISLANDSHIGHSCHOOL/MARSHALLISLANDSHIGH
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SCHOOL)

S21:マ ー シ ヤ ル 諸 島 短 期 大 学(COLLEGEOFTHEMARSHALLISLANDS/COLLEGEOFTHE

MARSHALLISLANDS)

パ ラ オ

S22:パ ラ オ 高 校(PALAUHIGHSCHOOL/PALAUHIGHSCHOOL)

S23:ミ ン ゼ ン テ ィ 高 校(MINDSZENTYH工GHSCHOOL/MINDSZENTYHIGHSCHOOL)

ブ イ ジー

S24:ブ イ ジ ー 技 術 学 院(FIJIINSTITUTEOFTECHNOLOGY/FIJIINSTITUTEOFTECHNOLOGY)

<グ ア ム>

S25:ジ ョ ー ジ ワ シ ン トン 高 校(GEORGEWASHINGTONHIGHSCHOOL/GEORGEWASHINGTON

HIGHSCHOOL)

サ モ ア

S26:サ モ ア 国 立 大 学(THENATIONALUNIVERSITYOFSAMOA/THENATIONALUNIVERSITY

OFSAMOA)

図7国 名 ・地域名別の質問紙調査送付機関数と回答機関数
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2.4調 査 結果

(1)機 関 の概 要

機 関 の設 置 主 体 は,国,州,省,地 方 自治 体 な どが設 置 した公 的機 関 が21機 関 で,全 体 の

80.8%を 占め る(図8参 照)。 民 間 の 団 体 や 個 人 が設 琶 した 民 間機 関 は5機 関 で全 体 の19.2%

で あ る。 日本 の 政 府 関係 組 織 が 設 置 した機 関 は ひ とつ もな か った 。

民 間 機 関 は,ニ ュー カ レ ドニ ア ・シ ャ ンパ ニ ア 中学校,仏 領 ポ リネ シア ・ラ メネ 中学 校,

ハ ワイ 諸 島 ・ワイ ル ク本 願 寺,ト ン ガ ・ア テ ニ シ大 学,パ ラオ ・ミンゼ ンテ イ高 校 で,ど こ

か の 国 ・地 域 や,ど こか の 学 校 種 別(中 学 校 ・高校 ・大 学)に 偏 っ て い る傾 向 はみ られ ない 。

日本 語 教 育 を担 蜜 して い る部 門 は,日 本 語 や 外 国 語 に 関す る雷 語 学,ま た は文 学 に関 す る

部 門 が 多 い 。 興 味 深 い 部 門 は,観 光 や ホ テ ル 等 で の サ ー ビ ス を 習 得 す る 「観 光 接 待 科

(Hospitality&TourismStudies)」 とい う部 門 の 中で,日 本 語教 育 を行 っ て い る と ころが

あ る。

回 答 が あ った 部 門 名 の 一 覧 を 以 下 に 示 す 。 和 訳 を()に 記 す。 この とき,初 等 中等 教

育 機 関 は 「～ ク ラ ス」,高 等 教 育機 関 は 「～学 科 」 と した 。

【初 等 中等 教 育機 関 】

・ForeignLanguageDepartment(外 国語 ク ラ ス)

・JapaneseDepartment(日 本 語 ク ラ ス)

・JapaneseLanguageDepartment(日 本 語 ク ラス)

・AcademicEnglishDepartment(英 語 ク ラ ス)

・WorldLanguageDepartment(世 界 語 ク ラ ス)

・LanguesOrientales(東 洋 言 語 ク ラス)

・LangueVivante(現 代 外 国語 ク ラ ス)

【高 等 教 育 機 関 】

'DePartmentofLanguageandLiterature(文 学 科)

・DepartementLettresetLangues(文 学 科)

'LanguageArts&HumanitiesDivision(人 文学 科)

・HumanitySocialScienceUnit(人 文 社 会 学 科)

・LiberalArts(教 養 学 科)

・ForeignLanguage(外 国 語 学 科)

・Hospitality&TourismStudies(観 光 接 待・科)

HosPitalityandTourism/HotelandRestaurantManagementDivision(観 光接 待/ホ

テル&マ ネ ジ メ ン ト学 科)

本 調 査 回 答 者 で あ る 目本 語 教 育担 当者 の 連 絡 先 を質 問 した 際 電 話番 号,FAX番 号,E-mail

ア ドレス の 記 入 が あ っ た機 関数 は 次 の とお りで あ った。

電 話 番 号:22機 関(全 体 の'84.6%)

FAX番 号:16;機 関(全 体 の61.5%)
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E-mailア ドレス:22機 関(全 体 の84.6%)

日本語教 育担 当者 の連絡先 は,日 本語教育機 関やJICA事 務所 また は 自宅 な ど様 々で あるが,

FAXよ りもE-mailの 方が連絡 可能 な者 が多い こ とがわ かった。

授業 の形態 は,「 教室 で教 師が直接 日本語の授 業 を行 う」 が23機 関で,全 体 の88.5%を

占め る(図9参 照)。 「教室 で教 師が直接 日本語 の授 業 を行 う」 と 「それ 以外 の通 信教育等

に よる授業 」の両方 である と回答 した機 関は2機 関なので,26機 関中25機 関は,「 教室で

教師 が直接 日本語 の授業」 を行 ってい るこ とになる。

日本語教育 開始 してか らの年数 は,「 １0～20年 前」が一 番 多 く,次 に 「10年未満」であ る

(図10参 照)。 開始年代 に換 算す ると1985～1995年 頃(全 体 の46.2%),そ してそれ以降

(全体 の30.8%)に 日本語教育 を開始 した機 関が多い。一番古 く日本語教育 を開始 した機 関

は,ハ ワイ諸 島の 「ワイル ク本願 寺」で1910年 であった。

日本語教 育を している機 関の性格,即 ち,小 学校,中 学校,高 等学校,大 学等 の どれに該

当す るか とい う質問に対 して,初 等段 階(小 学校)1機 関,中 等段階(中 学 ・高等学校)15

機 関,高 等段階(短 期大学,大 学)10機 関 であった(図11参 照)。 国 ・地域別 にみ る とニ

ュー カ レ ドニアの6機 関はすべて 中等段 階(中 学校3機 関,高 等学校3機 関)で あ る。 ニ ュ

ーカ レ ドニ アを除 く と,中 等段 階 と高等段 階がほぼ半数 になる。

小学校 は,ハ ワイ諸 島の 「ワイル ク本願 寺」の1つ だ けで,学 校教育以外(成 人教 育等,

組織 内教育)の 機関はなか った。

(2)日 本語教 師数と学習者数

日本語 を教 えてい る教師(日 本 語教師)数 は,1名 とい う機 関が20機 関で,全 体 の76.9%

を 占める(図12参 照)。 教 師数が2名 は5機 関,3名 は ユ機i関であった。大部分 の機…関が 日

本 語教師の人数は1名 しかいな い。

日本語教師の内,日 本人 または 日本 語 を母語 とす る者 の教師数は,1名 とい う機 関が16機

関で,全 体の61.5%を 占める(図13参 照)。 日本 人または 日本語 を母語 とす る者 の教師が

いない機 関は8機 欄 であった。 この8機 関の内,5機 関はニ ューカ レ ドニア,3機 関は仏領

ポ リネ シアである。 これ らの国 ・地域 は共に フランス領 で,日 本人 または 日本語 を母 語 とす

る者 を教師 に雇 うことが難iしい のか も しれ ない。

機 関の学習者 総数は,26機 関すべて が41名 以上で あった(図14参 照)。 この質問の選 択

肢 が適切で なかったため,選 択肢 の度数 分布 か ら機 関の規模;を正 しく知 るこ とがで きなか っ

た。 しか し,記 述形式の学習者総数 を見 ると,最 小45人 か ら最大3000人 までの分布 で,機

関の規模 は様 々であ ることがわ かった。

日本語 を学習 してい る学習者(日 本語学習者)数 は,18機 関が41名 以上で あった(図15

参 照)。 この質 問 も選択肢 が適 切 でなかったた め,選 択 肢の度数分布 か ら 日本語学習者 数の

概 数 を正 しく知 るこ とがで きなか った。 しか し,記 述形 式の 日本語学習者数 を見 る と,最 小

20人 か ら最 大270人 までの分布 で,平 均 は77.5人 で あった。世界全体 の平均 は192.3人 な

ので,1機 関 当た りの人数はそれ ほ ど多 くはない とい える。
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日本語学 習者数 全体 を 日本語教師数全体 で割 る と,日 本 語教 師1人 あた りの 日本語学習者

数 を求 める ことが で きる、 日本語学習者 数の合 計は1938人 で,日 本語教 師数の合計 は33人

なので,日 本 語教 師1人 あた りの 日本語学醤者数 は58.7人 となる。世界全体では,76.1人

なので,日 本 語教 師1人 あた りの 日本語学習者数 が特 に多 い とはい えない。

(3)コン ピュー タの台数 と使用 目的

「機 関 の中に コン ピュー タが あるか」とい う質 問には,22機 関(全 体 の84.6%)が 「ある」

と回答 した(図16の 左 図参照)。 その内,日 本語教 育で利 用できる コン ピュー タを保有 して

いるのは8機 関(全 体の30.8%)で あ る。 この8機 関の平均保有 台数 は14.6台 であ る。 し

か し,日 本語 教育 で利用 で きるコン ピュー タが1台 しかない とい う機 関が8機 関中3機 関 も

ある こ とよ り,機 関 に よって台数の多 さ少 な さに格差があ るとい える。 全機 関(26機 関)の

日本語 教育 で利 用 でき るコンピュー タの平均台数 は,4.5台 で ある。

次 に,「日 本 語教 育 に コン ピュー タを使 っているか」 とい う質 問 には,14機 関(全 体 の

53.8%)が 「はい」 と回答 した(図16の 右 図参照)。 先の 「機 関の 中にコン ピュー タがあ る

か」 には 「な い」 と回答 し,「 日本 語教育 にコン ピュー タを使 ってい るか」には 「はい」 と

い う回答 が3機 関あった。 この3機 関の 日本語教 師は,学 校 のコ ンピュー タではな く(学 校

には コン ピュー タがな いので),自 分の家 にあるコン ピュー タを,日 本語 教育に使 ってい る

よ うであ る。(あ る機 関か らの回答 に,自 肉記述欄に,"Personaluse,notinschool"と 書

かれ ていた 。)

日本 語教 師の コン ピュー タの使 用 目的(日 本語教育 において)は,日 本語 ワー プ ロが一番

多 く,CD-ROMは 一番少 なか った(図17参 照)。 回答件数の多い順 に並べ る と次の とお りで

ある(複 数回答 可)。

① 日本 語 ワー プ ロ(文 書 ・教材 作成)・ ・…17機 関(65.4%)

② ホー ムペー ジ検索(情 報収集)・ 一 ・ ・一14機 関(53.8%)

③E-mail(情 報び)発信 ・交換)一 ・ ・・…14機 関(53.8%)

④CD-ROM(日 本 語 ・日本事情教材 等)… 一5機 関(19.2%)

⑤そ の他 ・・・・ ・・・・・・・・・・ ・…1機 関(3.8%)

ところで,① か ら⑤ まで無記入 であった機 関を調べ る と2機 関 しかない。つ ま り,24機 関

の 日本語 教師 は,コ ン ピュー タを 日本語 教育で利用 してい るこ とになる。 日本語教育 に コン

ピュー タ を使 ってい る機 関が約 半数 の14機 関 と低 い値であ ったが,多 くの 日本語教師は,自

宅等 で コン ピュー タを利 用 して いる ことがわか った。(一 部 の 日本語教師 は,コ ン ピュー タ

の使 用 目的 を 日本語 教育 に限 らず に回答 したのか もしれ ない。)

日本語教 育機 関調査(1998年)に よる と,日 本語教師の コンピュータ使 用 目的は,日 本語

ワー プ ロ(84.0%),CD-ROM(59.1%),ホ ー ムペー ジ検索(38.5%),e-mail(36.4%)

の順 であった と報告 してい る。 この結果 と比較す る と,今 回の調 査で は,日 本語 ワー プ ロが

一番 多い のは一致 してい るが
,CD-ROMよ りもホームペー ジ検索やe-mailの ために コン ピュ

ー タ を使用 して いる ことがわか った
。(こ れ は,太 平洋 の 日本語教 育機 関の特色 なのか,1998
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年 当時 と今 回2004年 との違 いなのか は不明 である。)

日本語 学習者 の コンピュー タの使用 目的は,ホ ー ムペー ジ検 索,日 本 語 ワープ ロが多 く,

概 ね 日本語教 師の使用 目的 と同 じであ る(図18参 照)。 ただ し,回 答件数 は,日 本語教師 と

比較 して極 めて低い。回答件数 の多い順 に並 べ ると次の とお りで ある(複 数 回答 可)。

① ホームペー ジ検索(情 報収集)7機 関(26.9%)

② 日本語 ワー プロ(文 書 ・教材 作成)6機 関(23.1%)

③E-mai1(情 報 の発信 ・交換)3機 関(11.5%)

④CD-ROM(日 本語 ・欝本事情教材等)3機 関(11.5%)

⑤そ の他3機 関(11.5%)

「そ の他」に回答 した3機 関 中2機 関は,自 由記述欄 に 「使 用 していない」と書かれ ていた。

また,① か ら⑤ まで無記入で あった機 関を調べ ると12機 関であった。 したがって,全 機 関の

半数以 上の14機 関が,日 本語 学習者 は 日本 語学習のた めに コン ピュー タを使 用 してい ないこ

とになる。

日本語教育機 関調査(1998年)に よると,日 本語学習者 の コン ピュー タ使 用 目的 は,目 本

語 ワー プ ロ(62.9%),CD-ROM(61.8%),ホ ー ムペ ージ検 索(34.5%),e-mai1(23.6%)

の順で あった と報告 してい る。今回 の調査で は,CD-ROMと ホー ムペー ジ検 索の順位 が逆転 し

てい るこ とがわかった。(こ れは,太 平洋の 日本語教 育機 関の特色 なのか,1998年 当時 と今

回2004年 との違 いなのかは不明である。)

(4)イ ンターネ ッ トの台数 と利用目的

イ ンターネ ッ トに接続 され てい るコン ピュー タの台数 は,0台 が8機 関(全 体の30.8%),

1台 が4機 関(全 体 の15.4%),2台 以上は14機 関であ った(図19左 図参 照)。 多い とこ

ろは,ミ クロネ シア短期大学ナ シ ョナル校の250台,同 大学ポ ンペイ校 の60台 で ある。両校

とも,イ ンターネ ッ ト環 境が十分整備 され てい る(例 えば,コ ン ピュー タ室や 図書館 等の多

くの コン ピュー タがイ ンターネ ッ トに接続 され てい る)と 考 え られ る。 また,ミ クロネ シア

の 日本語教育機 関すべ て(4機 欄)に,イ ンターネ ッ トに接続 され てい るコン ピュー タが あ

る とい う回答 なので,ミ ク ロネ シア はイ ンター ネ ッ ト環境 が十分整備 されて いる国 ・地域 で

あ る とい える。

イ ンターネ ッ トの設備 と利 用について は,よ く利用 してい るが13機 関(全 体の50.0%),

逆に利 用 していないは4機 関(全:体 の15.4%)で あった(図19右 図参照)。 各選択肢 の分

布 は,次 の とお りであ る(複 数 回答可)。

① イ ンターネ ッ トを よく利 用 してい る13機 関(50.0%)

② イ ンターネ ッ トの設備 が あるが,あ ま り利用 してい ない8機 関(30.8%)

③ イ ンターネ ッ トの設備 が あるが,通 信 費が高 くて あま り利用 しない2機 関(7.7%)

④ イ ンターネ ッ トの設備 が不十分 なため,あ ま り利 用 しない 一 ・・一1機i関(3.8%)

⑤ イ ンターネ ッ ト設備 がない0機 関(26.9%)



イ ン ターネ ッ トを利 用 していない理 由は,「 通信費」や 「設備 が不十分」 とい う理 由で は

な く(こ の よ うな回答 は少 なかった),何 か他の理由がある と思 われ る。

日本 語教 師のイ ン ターネ ッ トの利用 目的(日 本語教育 におい て)は,「 メールや ファイル

の送受 信」 と 「情報検 索 ・収集 」が多か った(図20参 照)。 回答件数の多い順 に並べ る と次

の とお りであ る(複 数 回答可)。

① メールや ファイル の送受信 を行 う14機 関(53.8%)

② 情報検 索 ・収集 を行 う13機 関(50.0%)

③他 の機 関 と交流 を行 う6機 関(23.1%)

④外部 のデー タベ ースの利用 を行 う4機 関(15.4%)

⑤ ホー ムペー ジを作成 して発信す る3機 関(30.8%)

⑥テ レビ会議 を利 用 して共同授業 を行 う0機 関(0.0%)

⑦ その他0機 関(0.0%)

日本 語学習者 の イ ンターネ ッ トの利 用 目的(日 本語教育 におい て)も,「 メールや ファイ

ル の送 受信」 と 「情 報検 索 ・収集」が多かった(図21参 照)。 ただ し,回 答件数 は,日 本語

教 師 と比較 して極 めて低 い。回答件数 の多 い順 に並べ る と次の とお りであ る(複 数 回答可)。

① メールや ファイル の送受信 を行 う5機 関(19.2%)

②情報検 索 ・収集 を行 う5機 関(19.2%)

③外部 のデー タベ ースの利用 を行 う4機 関(15.4%)

④他 の機 関 と交 流を行 う2機 関(7.7%)

⑤ ホームペー ジを作成 して発信す る2機 関(7.7%)

⑥ テ レビ会議 を利用 して共 同授業 を行 う ・ …0機 関(0.0%)

⑦ その他4機 関(15.4%)

その他 の 自由記 述欄 に,「 特に 日本語 学習の ために使 用 していない」,「 使用 していない」

等 の理 由を明記 し,「 そ の他 」にチ ェ ックを付 けている回答 があった。① か ら⑦ まで無記入

であ った14機 関 と 「そ の他」 の4機 関を合 わせ た18機 関(全 体の69.2%)の 日本語学習者

は,日 本語学 習 のためにイ ンターネ ッ トを利 用 していない こ とにな る。

(5)コ ン ピュータやイ ンターネ ッ トの効果

コンピュー タやイ ンターネ ッ トを 日本語 教育 に使用 した ことによって,日 本語教師 には ど

の よ うな効果 があ ったか につ いては,「 日本語PCが 使 える」とい う回答 が一番多か った(図

22参 照)。2番 目は,「PCに 保存 され ている文書 を活用す る」 とい う回答であった。① か

ら⑥ まで のいず れ かにチ ェ ックを した機 関,即 ち 「効果があった」と回答 した機 関は20機 関

(全 体の76.9%)で あった。

「効果 があ る ともない とも言 えない」 とい う回答,即 ち① か ら⑥ まで無記 入だったのは6

機 関で,こ の 内5機 関は コンピュー タを利用 していない機 関であ る。 最後の 「⑦ 効果がなか

った」 にチ ェ ックを した機 関が1機 関あったが,こ の機 関は① か ら⑥ まですべて にチ ェ ック

を してい るので,回 答の信頼 性が ない。(誤 記入 だ と思われ る。)
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回答件数は,次 の とお りで ある(複 数回答可)。

① 日本語入力がで きるパ ソコンが使 えるよ うにな った15機 関(57.7%)

②パ ソコンに蓄積 や保 存 されて いる

文書(教 材等)を 効果的 に活用 できるよ うにな った13機 関(50.0%)

③授業形態や授業方法が今 まで よ り多様 になった8機 関(30.8%)

④効果的 な授業がで きるよ うになった7機 関(26.9%)

⑤個別指導が よ り良 くで きるよ うになった5機 関(19.2%)

⑥他 の教師 と情報交換 す るよ うになった4機 関(15.4%)

⑦効果が なか った1機 関(3.8%)

コン ピュー タやイ ンターネ ッ トを 日本語教 育に使 用 した ことに よって,日 本語 学習者 には

どの よ うな効果 があったか について は,「 学習 を楽 しくで きる」 とい う回答 が一 番多 く,2

番 目は 「学習意欲が高ま った」 であった(図23参 照)。

回答件数 は,次 の とお りで ある(複 数 回答 可)。

①学習意欲が高 まった81機 関(30.8%)

②情報収集 ・発信 が効果的 にできる よ うになった6機 関(23.1%)

③創造性が高 まった2機 欄(7.7%)

④学習 を楽 しくで きるよ うになった11機 …関(42.3%)

⑤ 目本語入力がで きるパ ソコンが使 える よ うにな った4機 関(15.4%)

⑥個別学習がで きるよ うになった4機 関(15.4%)

⑦学習者 どうしの議論が活発 になった0機 関(0.0%)

⑧表現能力 ・プ レゼ ンテー シ ョン能力 が伸 びた1機 関(3.8%)

⑨効果 がなか った0機 関(0.0%)

(6)質 問に対する回答の補足 あるいは調査 についての コメン ト等 』

質 問紙 の最後 に,自 由記 述欄 を設 け,質 問に対す る回答の補足,あ るいは この調査 につい

て の コメン トを求めた ところ,次 の よ うな コメン トを得 られた。 コメン トの内容 をい くつか

の観点 で分類 して以下 に記す。(原 則 と して,機 関名 は割愛 した。)

,〔コン ピュー タやイ ンターネ ッ トのハー ドウェア に関す る こと〕

・イ ンターネ ッ ト接続 はまだです。

・コン ピュー タは個人所有 です
。

・日本語 教育に コン ピュー タを使 っています が
,学 校 の コン ピュー タで はな く,自 宅 のも

のです。

・イ ンターネ ッ トをよ く利 用 してい るが
,学 校で はな く自宅 で利 用 してい ます。

〔コンピュー タやイ ンターネ ッ トの ソフ トウェアに関す ること〕

・学校 にパ ソコンは あってイ ン ターネ ッ トも接続 してい ます が,日 本語 の ソフ トが入 って

いないため,生 徒 は利用 で きませ ん。授 業 でパ ソコンを使 用 した こ とが あ りませ ん。

・大学に設 置 され てい るコン ピュー タで は 日本語入 力が不可能 であ るた め
,日 本 語教師 は
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教師 自身所 有の コン ピュー タで,日本語 ワー プ ロ,ホ ー ムペー ジ検索,e-mail等 を行

って います。

〔教 師の コンピュー タや イ ンターネ ッ トの活用 に関す ること〕

・授 業時 間に はコン ピュー タもイ ンターネ ッ トも使用 していませ ん。

・日本語 教育 で 日本語 の コンピュー タやe-mailを どの よ うに効果的 に使 った らいいか と

い うテー マで ワー クシ ョップな どが あ りま した ら,お 知 らせ くだ さい。

〔学 習者 の コンピュー タやイ ンターネ ッ トの活用 に関する こと〕

・コン ピュー タもイ ンターネ ッ トも日本語学習者は使 用 していませ ん。

・日本語 学習者 はほ とん どコンピュー タを使用 してい ません。 したがって コン ピュー タ等

の学習者 へ の効 果 はある ともない とも言 えません。 イ ンターネ ッ トも特 に 日本語学習 の

た めに使用 していませ ん。

・昨年 は,本 校 の生徒 と日本 の高校 生 との間でe-mail交 換 を してい ま した。そ の際 私

の ノー トパ ソコンを学校 に運び行 っていま した。今年 は していませ ん。

・日本語選択 者 の生徒 は,カ ル チ ュラル レポー ト(自 国 と日本の文化比較)を 書 きます。

その時 に,ホ ー ムペ ー ジ検 索す る生徒がい ます。(生 徒 に よっては)

〔機 関や国 ・地 域 の事情等 に関す ること〕

・本 学の観光接 待課 の学 生は1学 期間
,日 本語 は180名 全員必修 です。(フ ィジー/フ ィ

ジー技術学 院)

・私 の学校 には
,コ ンピュー タはあ ります が 日本語教育には利 用 していないのが現状 です。

日本語入 力 も不可です。今後,コ ンピュー タを使 った教育 を導入 して い くか どうか も不

明です。 交 換留 学生な どを通 して,日 本 との交流 も盛 んなので,e-maiｌ のや りとりな

どがで きれ ば生徒 の学 習意欲 につなが ると思います。(パ ラオ/ミ ンゼ ンテ ィ高校)

・数 多 く発 生す る台風の ため,深 刻 な被害 を受 けることが あ り,特 に,学 校 内に設置 され

た コン ピュー タは長期 間,高 湿度 の室内 におかれ るた め(停 電が続 くため),管 理 が難

しいです。 パ ソコンは広 く生徒 間(個 人所有)に い きわた ってお り,日 本や日 本語 に関

して情報 を得 るの に役立 っています。 日本-グ アム間は特 に近 いので,生 徒 たちの 日本

への関心 はか な り高いです。(グ アム/ジ ョージ ワシン トン高校)

〔質 問紙 調査 に関す る こと〕

・11問 目の ドイ ンターネ ッ トの設備 と利用 につ いて」の質問は,教 師の利 用についてです

か,学 習者 の利用 についてです か。

・あま りお役 に立 てない回答 ですみ ませ ん。
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図8機 関の設置主体

図9授 業の形態
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日本語教育開始年図10

図11機 関の性格
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図12日 本語教師数

図13日 本人 または 日本語母語教 師数
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図14機 関の学習者総数(機 関の規模〉

図15日 本語学習者数
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図16コ ン ピュー タの台数(左)と 使用 状況(右)

図17教 師 のコ ンピュー タ使用 目的
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図18学 習者の コン ピュー タ使用 目的

図19イ ンターネッ トの台数 と利用状況
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図20教 師のイ ンター ネ ッ ト利用 目的

図21学 習者の イ ンター ネ ッ ト利用 目的
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図22コ ン ピュー タ等 の効果(教 師)

図23コ ン ピュー タ等 の効果(学 習者)
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3.訪 問調査報告

3.1マ ー シ ャル 諸 島

(1)マ ー シ ヤル 諸 島 短 期 大 学(CoｌｌegeoftheMarshallIslands)

訪 問 日2004年12月15日

訪 問者 坂谷 内 勝,吉 岡 亮衛

応対者 石 田茂恵木先生(青 年海外協力 隊)

日本語 は,教 養科 目(人 文科 学)で,選 択 で きる外国語の科 目で ある。 この他 の外国語 は,

スペイ ン語(サ マー スクール で開講 してい る)し か ない。約200名 近 くの学生の 内,約50名

が 日本語 を学習 してい る。 日本語学習者 の人数 とクラスは,約15名 ×4ク ラスで ある。各 ク

ラスでの学習 内容 は,「 ひ らがな とカ タカナ レベル までの入 門 コー ス」が2ク ラス,「Japanese

forBusinessPeopleI」 が1ク ラス,「JapaneseforBusinessPeopleⅡ 」 が１ クラスで

ある。

最後 の学年 まで進 んで日 本語 を学習す る学 生は,前 回3人 であった。 そ の3人 の進路 は留

学 した人1人,現 地で働 いて いる人2人(内,1人 は観 光 シ ョップ)で あ る。「Japanesefor

BusinessPeopleⅡ 」 まで学習す る人 が少 ない理 由は,「JapaneseforBusinessPeopleI」

の単位 を取れ ば卒業で きるか らであ る。

日本語教 育の 目標 は,JapaneseforBusinessPeople(ひ らがな,カ タカ ナ,ロ ーマ字表

記)を 終わ らせ ることであ る。 したがって,日 本語教育 の内容 は,コ ミュニケー シ ョン(会

話)能 力の指 導が中心で,漢 字 の指 導は しない。定期試験 終了後に,日 本へ の興味 ・関心 を

高 めるために,書 道の授業 を してい る。 この授業 で,漢 字 を書 くこ とが ある。

一週 間で12コ マ(1ク ラスは週3時 間)
,2～3週 間に1回,音 声テープ教材 または ビデ

オ教材 を授業 で使 って いる。 この とき,教 室に機 材 を運 んで いる。

コン ピュータは教師用 のパ ソコン(イ ンターネ ッ ト接続 されてい る)が 研 究室 に1台 あ る。

この コンピュー タに日目本 語入カ ソフ トを自分で入れ て,ワ ープ ロやホー ムペ ー ジ検索 のため

に利用 してい る。 テス トな どのプ リン ト教材 はほ とん どワープ ロで作成 してい るが,絵 に関

しては,教 材 テキス ト(紙)か らの コピー による切 り貼 り(手 作業)を してい る。今 の とこ

ろ,こ れ で十分なので,コ ン ピュー タ(イ ンターネ ッ ト上)に あるイ ラス トを利用す る必要

はない。 「みんなの教材 サイ ト」は,こ この学 生に とって レベルが高す ぎるので,利 用 してい

ない。

イ ンター ネ ッ トのス ピー ドは遅い。大学 と外 との回線 は128KBの 専用線 と128KBの ハ ワイ

大 学 との衛 星 回線 で あ る。 学 内LANは100MB(一 部10MB)で あ る。 パ ソコ ンの0Sは

WindowsXPで ある。学生用パ ソコンで1ペ ー ジ2～3分 かか るが,教 師用 は も う少 し速い(耐

え られ る範 囲である)。 しか し,多 人数 が同時に使 用す る と,非 常 に遅 くな る。
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大学 の コン ピュー タ教室は,4教 室(20台,20台,10台,5台 〉 あって,ビ ジネス学科

が よ く使 ってい る。この教室 は,ハ ワイ大学 との音声 ・動画 による遠隔授業 にも使 ってい る。

しか し,日 本語 での使用 実績 はない。学 生や 教師に メー ルア ドレスを与えていない し,自 由

にホー ムペ ー ジ検 索で きる環境 に してい ない。 これ は,授 業 中,勉 強に集 中 しないで,ホ ー

ムペー ジを見た り,メ ール をす る学生が いるか らである。

(2)マ ー シ ャル 諸 島高 校(MarshaｌｌIslandsHiｇｈSscool）

訪 問 日2004年12月15日

訪 間者 坂 谷 内 勝,吉 岡 亮衛

応 対者 辰 巳佳奈子 先生(青 年海 外協力隊)

マー シャル 諸 島高校 は,マ ー シ ャルに3つ ある公立高校の 中で,規 模 が一番大 きい高校 で

あ る。離 島の子 どもは この島の親戚 の家 に下宿 して通 ってい る。 島の遠 くか ら通 っている子

どもはス クール バ スを利 用 している。授 業時間は8時20分 か ら午後3時 過 ぎまである。

今 回応対 してい ただいた辰 巳先生 は,こ の7月 に来たばか りで,ま だ1学 期間の授業 を終

えていないそ うで ある。辰 巳先生は,9年 生(中 学3年 生または高校1年 生)の9ク ラス(1

クラス約30人 の生徒)の 日本語 を1人 で教 えている。週5回 で毎 日授 業があ る。半年 間で4

クラス,残 り半年 間で5ク ラスを受 け持 ってい る。1年 間は4学 期制 なの で2ク ォー タ(1

セ メス タ)で あ る。日本語 の授 業は,あ い さつがで きる程度 まで進 む ことを 目標 に して いる。

学校 に コン ピュー タルー ム(パ ソコン30台 程度)が あるけれ ど,他 の授 業で この部屋 を使

ってい るので,日 本語 教育で使 うことはで きない。 したがって,日 本語教育 は普通教室で行

ってい る。普 通教室 は,エ ア コン(ク ー ラー)ど ころか,窓 ガ ラス もない。天井 にファンが

あるけれ ど,回 す とさびが落 ちて くるそ うであ る。

辰 巳先生 の 自宅 には,日 本で 買った コンピュー タがある。 この コンピュー タをイ ンターネ

ッ トに接続 し,日 本 語教材 をダ ウン ロー ドして利用す るこ とが ある。 しか し,電 話代 に12ド

ル/月,そ の他,イ ンターネ ッ トに50ド ル/月 を払 わな くてはいけないので,費 用がかか る。

この料金 は 日本 よ り高 い。 停電 は2～3か 月に1度(計 画停電 を含 む)あ るが特に支障はな

い。

授 業 を受 ける生徒 は,教 室か ら出て いった り,教 室内で歩 きまわった り,飲 食 した り,自

由きままで ある。辰 巳先 生の授業だ けでな く,他 の授業 で も自由行 動が多い。 前回の授 業内

容 は忘れ てい るので,復 習 を しなが ら進 めてい る。普通 の授業 は,先 生 が板書(問 題 を出す)

して書 き写 した り,問 題 を解いた りす る。日本語 教育 では,対 話形式 で授業 を してい るので,

先生 に集 中 させ なけれ ばい けないので大変 である。

辰 巳先 生は,非 常 に前 向 きに 日本 語教育 に取 り組 んでいる。学校 の職員 室に 自分の机 がな

いの で,自 宅 で 自分のパ ソコンでプ リン ト教材 を作 り,生 徒 に配布す るのだが,生 徒 は次の

時間それ を持 って こないそ うで ある。
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写真1:太 平洋の島に向か う飛行機 写真2:島 の空港

写真3： マー シャ ル の生徒 写真4:マ ー シャ ル の生徒
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写真5:マ ーシ ヤル諸 島短期 大学 写真6:短 期大学の教室



写真7:コ ン ピュー タ教室 写真8:イ ラス ト教材

写真9:マ ー シ ヤル諸 島高校 写真10:高 校 の教室

写真11:教 室 の窓 写真12:辰 巳先生 と石 田先生
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3.2ミ ク ロネ シ ア

(1)ミ ク ロネ シ ア短 期 大 学 ポ ンペ イ 校(CollegeofMicronesia-FSMPohnpeiCampus)

訪 問日2004年12月17日

訪 問者 坂谷 内 勝,吉 岡 亮衛

応 対者 太 田恵美先 生(青 年海外協力隊)

ミクロネ シア短期大学 は,ポ ンペイ に,こ の ポ ンペ イ校 とナ シ ョナル校 の2つ あ る。 この

国全体で は5つ のキャンパ スがあ る。太 田先生 はポ ンペイ校 に勤務 してお り,こ こで働 く前

に,日 本で420時 間の 日本語 教育 を学び,日 本語教 育能力 検定試験 をパ ス してい る。

日本語 は,公 用語 である英語 以外の言語 で,唯 一の外 国語 であ る。 日本 語 は一般 教養の 中

の選択科 目で,日 本語 の基礎 的な こ とを習得す る授 業で ある。 具体的には,平 仮名 の読み書

きや,未 来,過 去,現 在 な ど簡 単 な文型 を使用 して文章 を作成す るな ど,初 級 レベ ル(し か

もその最初の段階)で あ る。 現在,こ の コー スには35名 の生徒が いて,1学 期間で週3時 間

の授 業が あ り,1学 期 間で この コースが終わ る。その上 の応用 コースには6名 の生徒 がいる。

観 光 と接待の コース(約30名)で は,接 客用 日本語教 育 と して,ホ テル&レ ス トラン ・マ

ネー ジメン トプ ログラムがあ り,こ こでは 日本語 が必修科 目であ る。 料理 を出す ときに,日

本語 で会話 をす る練習 な どを して いる。 しか し,授 業 の中で,先 生は生徒 に 日本 語 を話す よ

うに指導 してい るが,生 徒 はあま り日本語 を話 さないそ うである。

日本語 を学ぶ学習者 に とっては,日 本語 を学習 す る と言 うよ り,日 本語教 師か ら日本文化

等 を紹介 して もらいたい うとい う要求 が強 い よ うであ る。

教材 は,こ れ までの青年海 外協 力隊が作 った独 自の教科 書(教 材)を 使用 してい る。授 業

で は,こ の教材 を使 って,プ リン ト教材 を使 用す るか,黒 板 に書いた ものを書 き写 させ る。

コン ピュー タや ビデオは使 ってい ない。 しか し,カ セ ッ トテープで 日本 の歌 を聞 か した こ と

が ある。

大学 には,20台 ×2ク ラスの コン ピュー タ教 室が ある。 この他 に教 師用 のパ ソコンが20

台 ほ どあ る。 これ らの コンピュー タはイ ンターネ ッ トに接続 され てお り,OSは マイ クロ ソ

フ ト社製 であ る。 これ まで 目本語 教育では コンピュー タを利用 した ことがない。漢 字の教材

は不 要なので,ワ ープ ロも利用 していない。太 田先生 は,授 業 の中で,コ ン ピュー タを使 う

と,生 徒は よけいな こ と(日 本語 教育以外 の こ と)を して,学 習へ の集 中力が な くな って,

授業 が成 立 しな くなる とい う不 安 を持 ってい る。

日本語 の授 業では,ひ らがなや 漢字 の導入 はせず,ロ ーマ字表記 で行 ってい る。 したが っ

て,日 本 語教材 は,絵 や 文字 を切 り貼 りして作成 した 自主教材が 中心 である。授 業 の 目標 は,

生徒 が 日本語学習 を嫌 いにな らない よ うにす るこ とだそ うで ある。
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(２)ポ ンペ イ 中 央高 等 学 校(PohnpeiIslandCentralSchool）

訪問日2004年12月17日

訪問者 坂谷内 勝,吉 岡 亮衛

応対者 鈴木 希先生(青 年海外協力隊)

ポンペ イ 中央高 等学校 には,約1,900名 の生徒がいる。 この国で は,小 学校8学 年終 了後

に高校4学 年 があ る。 日本語教育 は,高 校2年 と3年 で行 っていて,学 習者数 は現在104名

で あ る。 その 内訳 は,2年 生2ク ラス37名 と38名 で,3年 生1ク ラス約30名 である。

2年 生 は,成 績 順 の クラス編成 で,5ク ラスの上位2ク ラスが,1年 間 日本語 を必修 とし

て い る。3年 生 は,7ク ラス中,成 績最 上位 クラスで 日本語 を選択 した者(ほ ぼ全員)に 半

年 間,そ して2番目 の クラスに半年 間(予 定)日 本語 を教えてい る。残 りの生徒 の殆 どは,

公用語 で ある英語 を選択 している。 日本語 の授 業は,月 曜か ら金曜の毎 日行 っている。

日本 語 の授 業 の 目標 は,2年 生 が 「ひ らがな」 と「形容詞 の導入 当た り」までで,3年 生

が 「かた かな」 と 「て型」 までであ る。授 業 の仕方 は,ロ ーマ字表記 の板 書か,先 代 の隊員

が作成 した プ リン ト教材 を使 用 してい る。

ビデオ視 聴等 の教 育 メデ ィアを利 用す る ときに,苦 労 してい るこ とは,テ レビは持 ってい

る人か ら借 りて教 室 に運ぶ ことや,ビ デオプ レーヤー は私物 を持 って くるこ とで ある。 ビデ

オ教材 は,「THEWAYOFLIFEINJAPAN」 を使用 してい る。

コン ピュー タは家 にある(私 物)を 使用 し,教 材作成 に利 用 してい る。プ リン ト教材 作成

時に は,「 教 科書 を作 ろ う」,「み んなの 日本語 」を利用 してい る。できあがった教材は,私 物

のカ ラー プ リン タで印刷 し,学 校 の コ ピー機 で人数分 コ ピー して授業 で利用 してい る。ホー

ムペー ジを検索 して,日 本紹介(文 化 ・季節)の 英文記事や,TJFや 交流基金のサイ ト(例

えば 「みん なの教材 サイ ト」)を 利用 してい る。 日本語教育で使用 す るローマ宇表記 は,発 音

に忠実 に表 記す るた め,「otoosan」 のよ うに,こ の国特有の表記法 を用いている。

学校 には コン ピュー タ ラボが ある。 しか し,ビ ジネ ス学科が使用 しているので,日 本語 の

授 業 の ときは使 用で きない。パ ソコンがす べてイ ンターネ ッ トに接続 しているか ど うかは不

明で あ る。

鈴木 先生 は,自 宅で メールや ホームペ ージを利用 してい る。回線速度 は44KBで,1ペ ージ

の画 面を表示す るの に30～40秒 かか るので,ス ピー ドが遅い。コン ピュー タが故障 した とき

は大変 で ある。現地 で直せ ない ときは,日 本 に持 ち帰って修理す るので,2～3週 間かか る。

鈴木 先生 は,子 供 た ちは コン ピュー タ に興味 を持 っている よ うだ し,教 育効果 もある と考

えてい る。 しか し,学 校 でのコン ピュー タ使用 は,管 理が問題 とな るので,使 用す ることが

難 しい と考 えて い る。 前 の隊員 が,メ ールで 日本 の高校生 と交換 を したそ うであ る。web

か ら 日本紹介(文 化 ・季節)の 英 文記事 を取 り出 しプ リン トしている。

最 後 に,こ の国 の郵便 局のイ ンターネ ッ トカフェでは,回 線速度が100MBで,快 適 にイ ン

ター ネ ッ トにア クセ スで きる。
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写真1:ミ クロネ シア短期 大学 写真2:ミ クロネ シア短期大 学

写真3:短 期大学の教室 写真4:太 田先生の研究室

写真5:太 田先生 写真6:絵 教材
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写真7:鈴 木先生 写真8:島 の道路

写真9:常 夏 のサ ンタク ロース 写真10:島 の観光案 内

写真11:太 平洋 と島 写真12:島 の子供た ち
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3.3パ ラオ

(1)ミ ンゼンテ ィ高校(MindszentyHighSchool)

訪問日

訪問者

応対者

2004年11月20日

坂谷 内 勝,土 屋 順 一

土井 暢子 先生(ミ ンゼ ンテ ィ高校 日本語 教師)

三 田 貴調査員(在 パ ラオ 日本 国大使館専 門調査員)

ミンゼ ンテ ィ高校 では,週2時 間の 日本語 クラスが ある。高校全体の生徒数 は約150名 で,

その内約30名 が日 本語 を学んで いる。日 本語教師 は土井先 生1人 である。べ一 シ ック とア ド

バ ンスに分かれて授業 を行 ってい る。 授業開始時 間に遅れ て くる生徒 がい るの で,全 員揃 っ

て授 業す る時間数 は十分で はな く,予 定 してい る ところまで進 まない ことが多 い。生徒 に よ

って,理 解 状況が異な るときは,個 別的な指導 も必要 であ る。

コンピュー タは職員 室に2台 設置 されていて,両 方 ともイ ンターネ ッ トに接続 され ている。

日本 語教育 のために,こ れ らの コンピュー タは使 用 してい ない。 しか し,主 にプ リン ト教材

を作成す るた めに,自 宅 にあ る個 人持 ちのパ ソコンをよ く利用 してい る。 自宅 の コンピュー

タは 日本で買 ってきた もので,最 新のOSと アプ リケー シ ョンが入 ってい る。 プ リン ト教材

は,日 本語(漢 字 ・ひ らがな)と 英語 による文 章 をワー プ ロで作成 し,プ リン トア ウ トして

い る。

困 ってい るこ とは,学 校 にプ リンタがない ことで ある。 印刷機(コ ピー機)を よく利用 し

てい るのだが,週1回 程度 の頻 度 で故障 して使 えない ことが多い。その他 の学校 の学習環境

も良 くない と思 える。 た とえば,停 電 は しょっち ゅ う(昔 と比べ ると良 くなってい る)で,

断水 もよ く起 こる。エ ア コンが きかない ところで授業す ることもある。 自宅 のパ ソコンが故

障 した ら現地 では修理 困難 で,日 本 に持 って帰 って直す ことにな る。 トナーや 部品が高価 な

のです ぐに買 うこ とがで きない。

イ ンターネ ッ トは,自 宅 で個人的 にパ ラオ ・ネ ッ トに接続 して利用 して い る。 プ ロバイ ダ

契約 料が1か 月80～100ド ル(8～10時 間使用 してい る)で,給 料所得 と比較 して相 当高い。

主 にメールや ホームペ ージ検索 に利用 してい る。 しか し,電 話回線ス ピー ドが遅 いので,不

便 さを感 じる。

パ ラオの言語 は,1番 目がパ ラオ語,2番 目が英語,そ の次 に 日本語 が使 用 され てい る。

小学校 で 日本語 を教 えてい る ところ もあ る。65歳 以上 高齢者 は学校 で 日本語 を学んだの で,

英語 よ り日本語 の方 が上手で ある。 中には,日 本 の政 治や事件 につい て,NHK衛 星放 送や

ラジオ放送 か ら情報 を得て,よ く知 ってい る人が い る。パ ラオ の空港や ダ ウンタ ウンでは,

日本語 で書 かれ た案 内板 看板 を よく見か ける。簡単 な 日本語 で話 しか けて くる人 もい る。

現在,日 本語 よ り,パ ラオ語 の普及,維 持が大変 で ある。生活 の大部 分が英語 にな りつつ

ある。特 に若 い人は年 寄 りか ら言語 を引 き継 ぐよ りも,テ レビや雑誌 か ら入 って くる英語 に

一45一



慣れ親 しんで い る。 また,住 民の構 成が,パ ラオ人7割 であるが,次 に多 いのがフィ リピン

人であ る こ とも影 響 してい る。 パ ラオ人 の 中には,フ ィ リピン人 を雇 って子育 てを している

人 もい る。

パ ラオ の職業 は,政 府 関係者 が大部分(7割 近 く)で,当 面の収入源 は安定 して いるが,

その反 面,労 働 意欲,学 習意欲が低 い と言 われ ている。米国,日 本 か らの援助がな くなる と,

ど うな るのか とい う不安 もあるよ うだ。 人 口お よそ2万 人であ るが,き れ いな海 と海洋生物

に恵 まれ,観 光 客 が年 中訪れてい る。 隣のヤ ップ 島 と比べ ると,活 気 を感 じ取 る ことができ

る。

以 下 の写真 は,パ ラオ コ ミュニテ ィカ レッジで開催 された 「日本語学習者 交流会」 の様子

である。

写真1:パ ラオ コ ミュニテ ィカ レッジ 写真2:学 校の様子

写真3:日 本語学習交流会 写真4:合 唱の様子
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写真5:生 徒の発表 写真6:生 徒の発表

写真7:日 本語教師による司会 写真8:現 地 の人 々

写真9:盆 踊 り 写真10:土 井先生 と三田調査員
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3.4フ ィ ジー

(1)フ ィ ジー 技 術学 院(FijiInstituteofTechnology)

訪問日

訪問者

応対者

2004年10月22日

坂谷 内 勝,赤 堀 侃 司

田中 真理先生(青 年海外 協力隊)

濱 田 恵美子調整員(JICAボ ランティア調整員)

フ ィジー技術 学院 は,日 本 の大学 と専門学校の 中間 レベルで,こ の島 の西部地 区の観光地

で就職 した い学 生が多 い。 この学校 では,同 時に6コ ース(1コ ース当 り30～50人 の学生)

の日 本 語教 育 を行 ってい る。週1回2時 間の配分 である。6コ ー ス とも同 じ内容 である。 日

本語 教育 の内容 は,コ ミュニケー シ ョン(会 話)能 力 の指導が 中心 で,日 本語 は ローマ字 し

か使 わない。

日本語教材に,観 光科に適 した教材が少 ないので,自 作 している。教材の具体例は,接 待の場

面 に使 用す る日本語 と,会 話 している人物 を描いた絵教材である。 これ は前任者のもの と,自 分

で作成 した ものがある。 ビデオ教材 もあるが,テ レビとビデオ機材が大学に1セ ッ トしかなく,

しかも古いので,授 業では使 えない し,そ れ に頼 らない ように している。停電がよくあるので心

配 である。

大学 にパ ソコン教室が ある。今年 設置 され たばか りで,新 しい コンピュータであ る。 学生

はそ こでWORDやEXCELの 勉強 を してい るよ うだ。 しか し,こ れ らのコン ピュー タは日 本語 フ

ォ ン トは入 っていな い し,イ ン ターネ ッ トに も接続 され ていない。 最近,大 学の先生1人 に

コン ピュー タ1台 が配備 され た。 田中先生(日 本語 教師)は ボ ランテ ィア教員なので,コ ン

ピュー タは配備 され なか った。

学生 の コン ピュー タ操作能 力はま ちまちであ る。家 に コン ピュー タを持 ってい る学生 は,

レポー トをWORDで 書い て くる。ただ し,英 語 とローマ字 しか使 わない。コン ピュー タに慣れ

てい ない学 生 は,入 力す るのが大変 である。

田中先 生は,学 校 で は,コ ンピュー タを使 って 日本語教育をす るよ うな こ とは,ま った く

考 えていない と言 う。 日本語 教育 を含 めて,一 般の授 業は,先 生が一方的 にお話 して,学 生

は聞 き取 りなが らノー トを取 る とい う形態 であ る。 この形 態は,今 後 も変わ らないで あろ う

と思 ってい る。 学校 の授 業は,い わ ゆる集合 教育が 中心で,個 別 的な指導 は しない らしい。

(も し,そ うす る と大変 にな るそ うであ る。)

コン ピュー タで便利 な こ とがで きそ うなので,コ ンピュー タ画面 を投影す るプ ロジェクタ

ーが教室 に ある と便利 であ ると考 えてい る。 これまでの絵教材 を大 き く投影 した り,ダ イ ア

ログ等 の ビデオ ク リップ を見せた りす るのに有効 と思 えるか らだ。

最後 に,学 生 のモチベ ー シ ョンが低 い ことが問題 で ある。生涯学習 のよ うに,一 度観光業

で仕事 してか ら,再 度,日 本語 を学習すれ ば効果 的である と考 える。
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写 葺1:フィ ジー技術学 院 写真2:学 校 の中

写真3:学 校の生徒 写真4:聞 き取 り調査

写真5:コ ンピュー タの説 明 写真6:自 作教材
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写真7:プ リン ト教材 写真8:プ リン ト教材

写真9:ビ デオ教材 写真10:コ ンピュータ 教室

写 真11:コ ン ピュ ー タ教 室 写 真12:コ ン ピュ ー タ教 室
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3.5サ モ ア

(1)サ モアの 日本語教育

タ ロファ,サ モア人は人 なつ っ こい笑顔 で こ う言 って歓 迎 して くれ る。今 回 は,サ モ アで

唯一 日本語 教育を行 っている,サ モア国立大学(theNationalUniversityofSamoa） を訪 問

した。 ここでは,サ モ アの 目本語 教育の現状 を紹介 し,IT化 に関す る問題点,解 決 案 を述べ

る。

(2)サ モ ア 国立 大 学(TheNationalUniversityofSamoa)

訪 問 日2005年1月25日

訪 問者 大曽 美恵子,豊 田 悦 子

(2-1)担 当講 師

日本の無償資金援助 によ り,サ モア国立大学 の新 キ ャンパ ス(新 校舎)が 建設 された翌年

の1998年 か ら,学長顧 問 としてJICAか ら 日本 人の専門家 が配属 されて いる。1999年 にJICA

シニアボ ランテ ィア(日 本語 教師)が 派遣 され て,日 本 語教育が始まった。

現 在は東 保光彦氏が学長顧 問 としてIT政 策 に関 し助言 を してい る。臼本語 を担 当 している

のは,2年 前 にJICA青 年協力 隊 と して派遣 された木守武文講師 と,1年 前 に,JICAシ ニア

ボ ランテ ィア として派遣 された米澤久 美子講 師の二人 である。 木守講 師は大学卒業 後,LEC

で 日本語養成講座 を受講 してい る。米澤講師 はお茶の水大学 大学院修 了後,東 京 国際大学 で

4年 間(2000年4月 か ら2004年3月)日 本語 を教 えた経験が ある。

(2-2)日 本語 コースの位置付 け

サモ ア国立大学 では,大 学の正規 の コー ス と一 般成 人対象 の コ ミュニテ ィー コー スが開講

されて いる。コミュニテ ィー コースが1999年 に始 ま り,正 規の コースは2001年 に始 まった。

この2つ の 日本語 コー スは,サ モ ア国立大学人文学 部の英語 ・外国語学科で教 え られ ていて,

第2外 国語(英 語 は必修外 国語科 目)は 他 には 中国語,フ ランス語が ある。大学 の正規の 日本

語 コー スは選択外国語科 目であるが,2002年 か ら副専攻 に もできるよ うにな った。正規の 日

本語 コー スには,「 一般日 本語1」,「 一般日 本語2」 のほか,「 観光日 本語 」 もある。 コミュ

ニテ ィー コースには 「初 級」 と 「中級」 がある。2003年 か らは後期のみ,子 供達 のた めの キ

ッズコー ス も開講 して いる。

このキ ッズ コー スは,日 本 に興 味のあ る子 どもや 日本語 を学 びたい子 どもも含 まれ ている。

親 が 日本 人 とは限 らないので。例 えば,日 本人 と交際 してい る家庭 の子 どもな どが 日本 に興

味 を持つ な ど。また,OZやNZで は 日本語 教育が盛 んなので,途 中か ら帰 国す る予定が ある

子 の親 が習 わせ よ うとす る よ うで ある。
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(2-3)授 業の期 間 ・授 業時間 ・学習者

日本語 コー スは初級 レベル のみ で,2月 か ら5月,7月 か ら10月 の2学 期 に渡 って,週 に

6時 間(2時 間授業 ×2と2時 間の個 別指導時間)の 授業 がある。2004年 の 日本語履修学

生数 は,「 一般 日本語1」 が前期3名,後 期1名 で,「一般日 本語2」 が前期2名,後 期2名,

「観光 日本 語」 は後期 のみ で2名 で ある。 コ ミュニテ ィー コースには,サ モアに進出 してい

る 日系企業 の社員 が参加 している こともあ り,学 生数は 「一般 日本語 」よ りも常に多 く,2004

年は「 初 級」が前期11名,後 期12名,「 中級 」が前期2名,後 期6名 である。キッ ズ コース

受講者 は3名 である。

(2-4)授 業形態 ・教材

授 業 は英語 による簡 単な文法説明 と口頭表現 の会話練習 で進む。 「一般 日本語」コースの主

要教材 は 『み んな の 日本 語初級1』 と 『みん なの 聞本語初級2』(ス リーエーネ ッ トワー ク

編 著,1998)で,漢 字 教材 として 『みん なの 日本語初級1漢 字英語版』(西 口光一監修,ス リ

ーエー ネ ッ トワー ク
,2000)『 み んなの 日本語初級2漢 字英語版』(西 口光一 監修,ス リーエ

ー・ネ ッ トワー ク
,2001)を 使 用 してい る。

漢字の提示 は 「一般 日本 語1」 は後期か らは じめるので84字 のみ,「 一般 日本語2」 は前

期166字,後 期220字 であ る。カセ ッ トテ ープは話す ス ピー ドが速す ぎるので使 っていない。

その他,補 助教材 として,絵 カー ド,写 真 を よく利用 している。 たまに,日 本語 の歌(サ

モア島 の歌,大 きな栗 の木 の下で,な ど)を 歌 った り,英 語 の字幕 つ きの ビデオ(Shaｌｌwe

danceな ど)を 見せ た りす るこ ともある。

コ ミュニテ ィー コー スでは 自作のJapaneseLanguageBook1-4を 用 いてい る。これ は 『み

んなの日 本語 初級1,2』 を ロー マ字書 きに直 した もので,仮 名 と漢字 は紹介 のみ に とどめ

られ てい る。

(2-5)評 価

評 価 は 期 末 試 験50%,出 席10%,ス ピー キ ン グテ ス ト20%,宿 題(assignments)20%

で な され る。 前 期 の 期 末 試 験 は6月,後 期 は11月 に行 われ る。

(2-6)教 育 目的 ・学習動機

サモ アにはYazakiEDSSamoaLtdと い う日系企業が あ り,多 くの従業員がい ること,ほ

か に も 日系のKitanoTusitalaHoteｌ 等 があ り,サ モ ア社会には 日本語 の需要 がある。従って,

職場 で 日本語 を使 う機会 があ るこ と,あ るいは将来就職 に有利 にな る とい う理 由で 日本語 を

学習す る学生 もい る。 日系企業が他 よ り待遇 がいい ことが魅 力の よ うで ある。その他 日本語

を選ぶ理 由 として,日 本 とい う国 に興味 があ るこ と,奨 学金 を得て 日本 に留学 したい こ とな

どが挙 げ られ る。 講師側 は 日本語学習 を通 じて 日本人 との コ ミュニケー シ ョン,日 本文化 に

馴 染 んでほ しい と思 ってい る。
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(2-7)IT環 境

サモ ア国立大学には,約20台 の コン ピュー タ とネ ッ トワー ク設備 の ある,主 にIT関 係 の

科 目の授業 のた めの,立 派 なラボが2つ あ る。 その他,コ ンピュータが数 台設置 され た 自習

用の部屋 もある。 図書館 にもイ ンターネ ッ トがで きるコン ピュー タが2台 あ る。

しか し,日 本語教 育では コン ピュー タはほ とん ど使用 していない。 そ の理 由は,ま ず,漢

字 ・仮名 が使 え るコン ピュー タが ない こと,コ ンピュー タ ラボは前 もって予約 しなけれ ばな

らない こと,そ れ に,教 科 書だ けで教 える ことが十分 にあ ること,学 生数 が少 ない ので特に

コン ピュー タラボで練習 しな くて もいい こと,な どで ある。

そ の他,コ ン ピュー タを持 ってい る学生 がほ とん どいないた め,学 生側 に コン ピュー タを

利用 した授業 に対す る準備 がで きていない と言 うこ ともあ るだ ろ う。 しか し,木 守講 師は,

自分 のパ ソコンで 日本語の歌 を聞かせ た りす るこ とはある と言 う。いい初級用 のCDやDVD

が あれ ば使 いたい とも思 ってい る。米澤講 師は,「Hiraganain48Minuｔes」(カ ッケ ンブ ッ

シュ寛子 ・大曾美惠 子著)の サモ ア語版 を開発 中で,い ずれ はでデ ジタル化 してCDに した

い と考 えている。 また,サ モア の 日本語学 習者 と日本人 学生が電子掲示板 を使 って交流 を図

る とい う企画 の実現 にも意欲 を持 っている。

(3)問 題点 と解決策

(3-1)問 題点

・日本語学習者 が少ない。

日本語科 目が始 めて出 され た2002年 には19名 の学生が 「一般日 本語1」 に登録 した。 し

か し,そ れ が,後 期 には2名 に減 り,そ の後 の「一般 日本語」の学生数 は2～3名 で ある。

学習者数 が少 ない と個別 指導時 間に誰 も来なか った りす るこ ともあ り,日 本語 に接 す る時

間 が減 って しまい,結 果 として,実 力 が伸びな い。

・日本語教育 はJICA派 遣 の講 師に任せ き りで,大 学側 のサポー トがない。

現地 の優秀 な学生を トレーニ ン グ して 日本語教員 に押 したが,大 学側 は雇用 にあ ま り積極

的 ではない とい う。 これは 日本語 学習者 が少 ない こと とも関係 がある と思 われ る。学習者

の少 ない日 本語 コース のため に資金 を使 うよ りも他 の コー スに使 いたい,日 本語 はJICA

に任せ てお けばよい とい う姿勢 が伺 え る。

・IT設 備 はあるが,日 本語 の授業 では コン ピュー タが使 えない。

先 に も述べたが,漢 字 ・仮名 が使 え るコン ピュ一 タが ない。 また,講 師側 も学習 者側 もコ

ン ピュータを使 った授業 に対す る準備 がまだ十分 ではない。

(3-2)解 決策

上記の問題点の解決法 としては以下のようなことが考えられる。

日本語プログラムを活性化するためには,学 習者を増やす必要がある。 日本語を取りたが

らない理由の一つに,文 字の難 しさがある。サモア語や英語のアルファベット文宇とは異な
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る文字 を習わ な くて はい けない上,平 仮名 だけでな く,カ タカナ,漢 字 と,3種 類 もの文字

を習わ なけれ ばい けないので,そ れだ けで学習意欲 をそ がれ て しま う。 た とえば,フ リー ウ

ェア の平仮名 プ ログラムを使 って,始 めか ら一貫 して振 り仮名 つ きの漢字仮名 交 じり文 を提

示 し,カ タカナ,漢 字 は認識 で きれ ばよ しとす る と負担 が減 るか も しれない。平仮名 の導入

に は,サ モ ア版 が完成す るまでは,た とえば,ア メ リカのパデ ュー大学 で開発 された フ リー ウ

ェア の平仮名 連想 カー ドを使 うこともできる。

文字 だけで な く,文 法 もあま り細部 まで正確 に教 えよ うとす ると学習意欲 をそいで しま う

ので,学 習者 の日 本 に対す る興味 に こたえるために も,大 い にCD,DVD,ウ ェブを活用す

べ きであ ろ う。 目本 の歌や アニ メや広告 は どこでで も人気 のあ る教材で ある。その他,初 級

用 の生 教材 として利用で きるウェブ サイ トの リス トを作成 し,母 語話者がいな くて も 日本語

教育 がで きる環境 を用意 してい く必要 があ る。 日本語学 習者数 が増 え,母 語話者 がい な くて

も日 本語教 育がで き る状 況 になれ ば,大 学 も日本語講師 の現地採用 を考 えるか も しれ な い。

日本語 の受講生 が少 ない理 由の一つ に,日 本語 を使 う機 会が あま りない こ とがある。幸い,

サモ ア国立大学 にはIT設 備 があ り,ま た,ITの 専 門家 もい る。学長顧 問の東保氏 による と,

日本語 フォン トのイ ンス トール は簡 単にでき るとい うことで あった。 日本語で発信で きる よ

うになれ ば,世 界 の人た ち とのCMC(ComputerMediaｔedCommunication)も 夢 ではない。

付記

講師 は二人 ともIT化 に関 して前 向きな態度 を持 ってい る。大学 のIT政 策に関わってい る

JICA派 遣 の学長顧 問 との協 力に よって,日 本語教育にお いて もITの 活用が進んで行 くもの

と思 われ る。サ モア国立大学 は2006年 にはサモア技術専 門学校(SamoaPolytechnic)と 合

併す る。日 本語学 習者 の数 も必然 的 に増 えてい くだ ろ う。

2007年 には南太平洋 オ リンピ ック(SouthPacificGames)が サモ アで開催 され る。サモ ア

の 日本 語学習者 か らサモア の こと,南 太 平洋の島 々のこ とを教 えて もらえ るよ うになって い

るこ とを願 ってい る。

写真1:サ モア国立大学 写真2:印 刷教材
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写真3:写 真 ・イラス ト教材 写真4:ビ デオ とテ レビ

写真5:コ ンピュータ教室 写真6:日 本語教師

写真7:集 合写真 写真8:集 合写真
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3.6タ ヒチ(仏 領ポ リネシア)

(1)タ ヒチの 日本語教育

タ ヒチには 日本 語教育 を行 っている機 関が3つ あ る。今 回はそ の うちの2機 関,仏 領 ポ リ

ネ シア大学(UniversitedePoIynesieFrancaise)と ラメネ ス クール(CollegeLaMennais)

を訪 問 した。 この報告書 では,日 本語教 育の現状を機 関 ごとに紹介 し,IT化 に関す る両機 関

に共通 の問題 点を指摘 した後,解 決策,展 望 を述べ る。

(2)仏 領 ポ リネ シ ア大 学（UniversitedePolynesieFrancaise)

訪 問 日2004年12月1日

訪 問者 坂 谷 内 勝,鈴 木 庸子,豊 田 悦子

(2-1)担 当講師

日本語担 当は,日 本語 を流暢 に話す フランス人,MonsieurGuyDelorme(デ ロー ム講師)

一人で ある
。 デ ロー ム講師 はパ リ大学 を卒業後,九 州大学考古学研 究室に2年 間留学 した。

その後,フ ランスに戻 り,パ リ大学 で18年 間英語教育 に従事,11年 間,エ アーフランスの 日

本担 当部 門に勤務 した後,タ ヒチに渡 り2000年 か ら仏領 ポ リネ シア大学 で日 本語 を教 えてい

る。デ ロー ム講 師は仏領 ポ リネ シア大学 のほか,今 回の訪 問先 に入 らなか った タ ヒチホテル

ス クール で も 目本語 を教 えてい る。

(2-2)日 本語 コースの位置付 け

日本語 は,仏 領 ポ リネ シア大学文学言語 学科で応用言語学,現 代文学,英 語学 を専攻す る

学生達 のた めの選 択外国語科 目の一つ で,他 には,タ ヒチ語,ス ペ イ ン語,中 国語(2005年

か ら)が ある。 日本語 が選択外 国語 科 目の 一つ にな ったのは比較 的最 近の ことで,1999年 か

らである。

(2-3)授 業 の期間 ・授 業時間 ・学 習者

日本語 コー スは初級 のみ で,9月 か ら12月,1月 か ら5月 の2学 期 に渡 って,1年 生は週

に3時間,2年 生は2時 間,3年 生 は3時間 勉強す る。今年2004年 の 日本語履修 学生数 は,

1年 生95人,2年 生20人,3年 生は10人(2年 生で激減す る理 由は,大 学全体で2年 次に

進級 で きない学 生が多い ため)で あ る。

(2-4)授 業 形 態 ・教 材

授 業 は 一 斉 授 業 で 教 師 中心 の仏 語 に よ る文 法 説 明 と 口頭 表 現 の会 話 練 習 で進 む。 主 要教 材

は「ParlonsJaponais(日 本 語 で話 しま しょ う)Vol.1,2」(Higashi,Tomokoほ か,Presses

UniversitairesdeGrenoble,2002)と そ の音 声CD,そ の他 に,イ ン ター ネ ッ トを使 って名
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古屋 大学のサイ トか らとった簡 単なテ キス トを用 いてい る。テ キス トをTTSと い うプ ログラ

ムを使 って音声に換 えて学生に聞かせた りもしてい る。文宇 学習 には仏語 訳のつ いてい る 「漢

字 とかな」(Hadamitzky,Wolfgang仏 語版)

を使 用 してい る。提 示漢 字数は,1年 生20-30字,2年 生80-100字,3年 生120-150字

で ある。補助教材 と して 「とな りの トトロ」 な どの ビデオ を利用す るこ ともあ る。

(2-5)評 価

3週 間に一度行われ る2時 間のテ ス トと,5月 と12月 の3時 間の 期末試 験の点数 で成績 が

つ け られ る。

(2-6)教 育 目的 ・学習動機

デ ロー ム講 師に よると,教 育 目的 は異文 化理解 とい うこ とで あったが,文 化事情 を紹介す

る講義 な どは設 けていない。学習動機 は,日 本 のアニ メ,マ ンガを原語 で読 ん でみ たい とい

うのが主で,そ の他 には 日本人観光 客 と話 してみ たい とい う理 由 もある。 日本語 を生か した

キャ リア を 目指す学生はいない よ うであ った。実際 仏領 ポ リネ シア大学 で 日本語 を履修 し

た学 生の中に,タ ヒチ で 日本 関係 の仕 事に従事 してい る者 はいない。

(2-7)IT環 境

大 学に は,多 数の コン ピュー タとネ ッ トワー ク設 備が あるのだが,日 本語教 育で利用 でき

る コンピュー タは1台 もない。 デ ロー ム講師 は,イ ンター ネ ッ トか らダウン ロー ドした音 声

教材 を,個 人で購 入 した ノー トブ ックパ ソコンに入れ て,授 業 で使用 した ことが ある。また,

パ ソコンを 日本語 ワー プ ロと して活用 し,プ リン ト教材 を作成 す るときに利用 して いる。 デ

ロー ム講師 は,コ ン ピュー タに よる音声教材 は 日本語 の聞 き取 りに効果が あ ると思 ってい る

が,授 業の中ではあま り使用 していないそ うで ある。そ の理 由は,1年 生は人数 が多 くて(90

人)自 分 のパ ソコン1台 では皆 に聞かせ るこ とが できないか らだ とい う。 しか し,3年 生で

あれ ば人数が少 ないので(10人 くらい),今 後使 ってみ よ うと考 えてい る。

日本語教育 でパ ソコンを利 用 していない ことにつ いて,こ れ は 目本語教育 特有 の問題 また

は教師個 人の問題 ではな く,他 の語学 教育(英 語や スペ イ ン語等)の 先 生にお いて も,パ ソ

コンを利用 していないそ うで ある。

(3)ラ メ ネス クー ル(CollegeLaMennais)

訪 問日2004年12月1日

訪 問者 坂谷 内 勝,鈴 木 庸子,豊 田 悦子

(3-1)担 当講 師

ラ メ ネ ス クー ル で 日本 語 を担 当 して い る の は,MademoiselleTiphaineLeNestour(レ ・
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ネス トール 講師)一 人 であ る。 タヒチで育 った レ ・ネス トール講 師は ラメネスクール で 日本

語 を学び,そ の後,目 本語 の勉 強を続 けるために,フ ランスのボル ドー大学 で日 本語 を専攻

した。ボル ドー大学 卒業後,母 校 ラメネ ス クール に戻 り2001年 か らこ こで 日本語 を教えてい

る。

(3-2)日 本 語 コー スの位置付 け

ラメネ ス クール は 日本 の中学,高 校 に あたる学校 で,日 本語 は高校生 のための選択外 国語

科 目の 一つ で ある。他 には,タ ヒチ語,英 語,ス ペイ ン語,中 国語 が開講 され ている。 日本

語 が選 択外 国語 科 目の一 つになったのは1991年 か らである。

(3-3)授 業の期間 ・授業 時間 ・学習者

日本語 コー スは初級 のみで,3学 期 に渡 って,1年 生 は週 に3時 間半,2,3年 生 は3時

間勉 強す る。今 年2004年 の 日本語履修生徒数 は,1年 生16人,2年 生9人,3年 生は22

人 であ る。 ラメネ ス クール は小学校 か らの推薦で のみ入学で きる とい う私 立のキ リス ト教 系

学校 で,在 学 生 は全 員能力 が高 い。 その ラメネ スクールで,さ らに能力別 のクラス編成 がな

され,優 秀 な子供達 には非常 に高い水 準の教育が施 されてい る。 日本語 を選択す るのは,基

本 的に は生徒 と保護者 の希望 に よるが,能 力の高 いクラスの学生が大半 を 占めている。教科

書 が高価 で保護 者 に経 済的 な負担 がかか るため,日 本語 を履修で きるのは一部 の裕福 な家庭

か らの頭脳 明晰 な子供 たち とい うことにな る。

(3-4)授 業形態 ・教材

授 業は一 斉授 業 で教師 中心 の仏語 に よる簡単な文法説明 と口頭 表現の会話練習 で進む。主

要教材 は 「JapaneseｆorBusyPeopleVol.1,2,3」(AJALT)と 付属 の ビデオ,「 お もしろ

いひ らが な」,「お も しろいカ タカナ」 であ る。そ の他 に,と き どき仏語で 日本,ま たは日 本

語 を説 明 した本 を コ ピー して,プ リン トと して使 ってい る。 仏 語訳 つ きの 「漢 字 とか な」

(Hadamizky,Wolfgang仏 語版)を 辞書 がわ りに使用 して いる。漢字は,2,3年 生 を対

象 に一週 間 に5字 ず つ紹介 している。3学 期合 わせ ると36週 あ るので,年 間で180字 提示

して い るこ とに なる。補 助教材 として 「日本の姿」な どの ビデオ,カ ル タ,す ごろ くな どの

ゲー ム も利 用 してい る。

(3-5)評 価

1学 期 に2回 行 われ るテス ト点数 とポス ター作 りな どのプ ロジェク トとクラス参加 で成績

がつ け られ る。今 年,2004年 のプロジェク トは,日 本 の文化紹介 で,子 供 達はグルー プで一

つ トピックを選 び(例 えば,寿 司),そ れ について家でイ ンターネ ッ トな どを使 って調べ てき

た成果 を授 業時 間 中にポ スター の形 にま とめ,そ れ をクラスで発表す る とい うもので あった。

クラス参加 点 は,授 業 中,ど れ だけ発言 したか等 に よってつ け られ る。
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(3-6)IT環 境

2つ の図書館 に20～30台 の生徒用パ ソコン,校 内には合 計150台 くらいのパ ソコンがあ

る。 すべてイ ンターネ ッ ト接続 可能で ある。教師 と生徒は全員EMAILア ドレスを持 ってい

る。 しか し,日 本語教育 で利 用で きるパ ソコンは1台 もない。 日本語 教育 を行 う教室 にパ ソ

コン一 式が設置 されてい るが,故 障 していてす ぐには利用で きない状態 にあ る。

レ ・ネ ス トール講師 は,日 本 語教育 にパ ソコンを利用 していないが,今 後利 用 してみたい

と述べ てい る。 ビデオ教材やDVD教 材 は,授 業 で利 用 してい るので,同 様 な利 用形態 と簡

便 な操作性 があれ ばパ ソコンを活用 で きる と思 ってい る。 しか し,現 状 では,彼 女はまだパ

ソコンを さわ ることに対 して苦手意識 を持 ってい て,自 由に使 い こなす 自信 が ない よ うで あ

る。

(3-7)教 育 目的 ・学習動機

教 育 目的は異な る言語,文 化 にふれ させ る ことであ ろ うが,子 供達 の学習動機 は,日 本 の

アニメ,マ ンガを原語 で読 んでみたい とい うのが90%で,日 本語や 日本 に深 く興味 を示す者

はまれで ある。興味 を深 めるため に,レ ・ネ ス トール講師 は年 に一度,希 望者 を連れ て日 本

を訪 れてい る。 ラメネ スクール 卒業後 中級,上 級 の 日本語 を学べ る機関 は タヒチ にはない

が,フ ランスの大学で日 本語学 習 を継続す る者 もい る とい う。 ラメネス クー ルで 日本語 を履

修 した生徒 の中で,タ ヒチで日 本 関係 の仕事 に従 事 している者 は今の ところ レ ・ネ ス トール

講 師 しかいない。

(4)問 題点 と解決策

(4-1)問 題点

問題点 は以下 の3点 に大別 でき る。

・仏領 ポ リネシア大学 もラメネ ス クール も初級 コー ス しか設 けていないた め,タ ヒチ では中

級以上 の 日本語学習 ができない。

・IT設 備 は両校 ともあるが,授 業用の コン ピュー タがない,常 駐 のIT技 術 者(コ ー デ ィネ

ー タ)が いない
,教 室 にネ ッ トワー クにつ なが ってい るコン ピュー タが少 ないな ど,充 分

ではない。

・教材 は フランス,ま たは 日本 に注文 して船便 で届 くのを待 たな けれ ばな らず,ま た,島 内

の流通経 路 も しっか りしていな いた め,手 に入 りに くい。

(4-2)解 決策

・上記の問題 点の解 決法 として は以 下の よ うな こ とが考 え られ る。

・独習 を支援す る学習サイ トの情報 を用意 して中級以上 の学習 チャンスを作 る。

・設備 ,人 的サ ポー トの充実 を図 る。

・国際交流基金 な どの支援 団体 の情報 を提供 す る。

一59一



付記

講師 は二人 とも優 秀 で実力があ り,IT化 に関 しても前向きな態度 を持 ってい るので,現 在

の ところは教材 開発やデ ー タベース作 りに もITが 十分 に利用 され てい る と言 えないが,徐 々

に開発 が進 んで行 くもの と思 われ る。設備,人 的サ ポー トが完備す れば例 えば 日本在住 の仏

語学習者 とのCMC(ComputerMediatedCommunication)も 可能 になる。CMCを 通 して,

遠 く離れ た太平洋 の島 タ ヒチで も質の高 い 日本語教育 が行 われ てい るこ とを知 らせて も らい

たい。 また,観 光 局が作 り上げたイ メー ジの奥 にある,タ ヒチの人 々の生活,社 会 につい て

発信者 になって も らいたい と思 う。

写真1:仏 領ポ リネシア大学 写真2:聞 き取 り調査

写真3： プ リン ト教材 写真4:デ ローム講師
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写真5:ラ メネス クール 写真6:日 本語教師 と生徒

写真7:生 徒の作品 写真8:生 徒 の作 品

写真9:教 室 の コン ピュー タ 写 真10:レ ・ネ ス トー ル 講 師



3.7ニ ュー カ レ ドニア(仏 領 ニ ュー カ レ ドニア)

(1） ニ ュー カ レ ドニアの 日本語教 育

ニ ューカ レ ドニア は 日本 と関係 が深 く,20世 紀 は じめごろにニ ッケル鉱業のために九州 な

どか ら渡 った多 くの 日本人 が戦争 中捕 虜等 にな り,結 果的 に現地 に残 って しまった人 も結構

いた よ うで,電 話帳 にも日 本 の苗字 等が 目につ くあ りさまで ある。現在 で も,ニ ッケル をは

じめ,魚 やエ ビ,カ ボチ ャな どが 日本 に輸 出 されてい る。

この 国 ・地 域 は,目 本語教育機 関がた く さんあって,先 の質問紙調査 の送付機 関数,回 答

機 関数 では,共 に1番 多 かった国 ・地域 であった。 こ こでは,今 回訪 問 したニュー カ レ ドニ

アの 中等教 育機 関(中 学校,高 校等)と,ニ ュー カ レ ドニア大学 の 日本語教育 につ いて報告

す る。

訪 問日2005年5月6～7日

訪 問者 小 松 幸廣,カ イザー ・シ ュテ ファン

(2)中 等教育機 関(中 学校,高 校 等)

ニュー カ レ ドニ アの首都 ヌー メアには 日本語教育 を行ってい る機 関が 中学校,高 等学校,

専 門学校 な ど合 わせ る と,少 な くとも8カ 所以上あ る。今 回はDELRIEUATSUKO先 生(ラ ペ

ール ズ高校 日本語教 育担 当教員)の ご厚 意 によ りヌー メア市内 にあるボ ドゥー 中学校
,マ リ

オテ ィ中学校,マ ジ ェンタ中学校,シ ャ ンパニア 中学校,ラ ペール ズ高校,ブ レー ズ ・パ ス

カル 高校(私 立),職 業 高校(B.T),専 門学校(レ ス トラン要員の養成)等 を訪 問できた。

訪 問調査 に先 立 って,ア ンケー ト用紙 に よる調 査を行 っていたので,そ の資料 に基づ いて

日本語教 育の実態 等 につ いての聞き取 り調 査 を行 った。 聞き取 りは主 にDELRIEUATSUKO先

生か ら聴 取 した。 ここで は,ニ ュー カ レ ドニアにお ける 日本語教育の現状 と,IT化 に関す る

問題点 を述 べ る。

(2-1)日 本語 コースの位置付 け

ニ ューカ レ ドニ アは フランス領 で公用語 は フランス語 を使 ってお り,ニ ッケル鉱が産 出 さ

れ,最 大の輸 出先 は日 本 で ある との ことであ る。 また,古 くか ら日本 か らの移民が入植 して

お り,そ の数 はブ ラジルに次 ぐ。 さらに,最 近はマ リン リゾー トとしての人気が高 く,治 安

は 日本並 み との こ とか ら 日本か らの観光 客 もかな りの数 に上ってい る。 こ うした状況が 日本

語 教育へ の関心 の高 さにつ なが って いる よ うである。

学生 に最 も人気 が高 い第二,第 三外 国語 はスペ イン語 で 日本語 人気は中国語 と同 じかやや

劣 る との こ とであ った。 これ はベ トナ ム,中 国か らの移民 が多 い こ とが影 響 してい るので は

ないか と思 われ る

(2-2)授 業の期 間 ・授 業時間 ・学習者
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ニ ューカ レ ドニアで実施 され てい る 日本 語教育 は選択,あ るいは必修 の第二外 国語,第 三

外 国語 として科 目が設定 され てい る。 日本 語教育 を受 けてい る学生 はニューカ レ ドニアで約

2400人,携 わる 日本語教師 は26名 との ことであ る。 日本語教育 に当て られ る時間は 中学校

で週3時 間,高 等学校 では1,2,3年 で時数が異 な り,2.5,1.5,2時 間 となってい る。

専門学校で は,観 光 コー ス として週3時 間 が開設 され てい る。卒業 生は主 にホテル業 な ど

に就 く。

バカ ロ レア試験 は,筆 記試験 と 口頭試験が あるが,前 者 は理系 と文学 で,後 者 は経済 と事

務職(こ ち らは程度 が低 い)で ある。

(2-3)日 本語教 育の動向

日本語教育 の歴史 はかな り古 く,DELRIEUATSUKO先 生 の体験談 として 同氏 が教 えた学 生

の うち何人 かは 日本語教 師にな って ヌー メアの学校 で教鞭 を執 ってい るとの ことで ある。 こ

うした 日本語教師 はヌー メアの大学で 日本語 を専攻 した後,日 本 の大学に留学 してい るケー

スが多い との ことであった。

(2-4)IT環 境

これ までに調査 した海外 の多 くの 日本語教 育機 関がそ うであ った よ うにニ ューカ レ ドニア

のIT環 境 はパ ソコンが設置 された と言 うだけで 日本語 の利 用環境 が整備 され てい ない状 況

で あった。 このこ とを如実 に物語 る事例 を次に紹 介す る。

〈ラペルー ス高校のIT環 境 の場合 〉

主 に外国語学習用 として新規導入 され たパ ソコンが18台(写 真参照),理 系 の学習 用 と して

150台 が導入 され てい る。

今 回,日 本 か らイ ラス ト教材DB(日 本語 教材デー タベ ース)の 入 ったCDを 持参 した。

このCDをDELRIEUATSUKO先 生 に渡す と,学 校 に丁度 パ ソコンが導入 され,ど の様 な使 い

方が できるか検討 してい た ところで,大 変 タイ ミングが よい と言 って大 いに喜ん で もらった。

しか し,学 校 のパ ソコンで利用 しよ うと した ところ 日本語 が表示 できない と言 う事 であった。

該 当校 のパ ソコンは導入 した ばか りで新 しい。 日本語 変換 ソフ トは導入 され てい るが,基

本 ソフ ト(Windows)の 仕様 が日 本語仕様 とはなってい ない こと,日 本語仕様 の場合 にはアル

ファベ ッ ト仕様 の もの よ りも基本 メモ リの容量 を多 く必要 とす る こと。等 の点 で対 応が され

てお らず,結 果 として 日本語 の表 示がで きないパ ソコン となってい る。 担 当の技術 者 にお い

て も,パ ソコンで 目本語表示 を させ た経験 が無い こ とか ら,対 応 ができていない状況 である。

(2-5)問 題 点 と解決 策

現 地で 日本語 教育用 のパ ソコンを調達 した場合 に起 こる問題 を挙 げてお く。

・基本 ソフ ト(Windows ,MacOS)、 が 日本語仕様 でない。

・日本語仕様 の基本 ソフ トを海 外 で調達す る ことは大変困難で ある。

・海 外仕 様 の基本 ソフ ト(文 字処理 が基本 的に1バ イ ト)で 日本語処理 させ るための ソフ ト
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はオ ールマイ テ ィではない。 アプ リケー シ ョンに よっては 日本語処理 不能 なケー スが出て

くる。

・海外仕様 のパ ソコンは一般的に 日本仕様 の もの よ りもメモ リや ハー ドデ ィス クの容量が少

な く,CPUの 性能 も劣 るため,日 本 語処理 を させ た場合に負荷が過大にな る。(日 本国内で

販売 され ているパ ソコンは 日本語処理が基本 となっているために海外 で一般 的に販売 され

てい る もの よ りもスペ ックが高 い。 日本の場合 が特殊であ ると も言 える。)

・周辺機器 にお い て も同様 な問題 が起 こるケー スがあ り,特 にプ リン ターは 日本語仕様 の も

のが必須 で あるに も関わ らず,日 本語仕様の ものはほとん ど導入 され ない。

・パ ソコンを導入 す る段階 において,関 係す る 日本語教師 の多 くは これ ら技術 的な問題 を把

握 していな いため に,日 本語 処理に対応可能 な要求仕様が作成 され ていない。 また,担 当

技術者 において も日本 語処理の経験 に乏 しく(全 くない場合が多い),要 求仕様に反映でき

ない。

これ らの点 を把握 した上で適切 な対策 を取 るための 日本語教育用パ ソコンシステム導入のため

のマニ ュアル作 りが必要であることを痛感 した。 また,こ うした,サ ポー トは我 々に とって,今

後の課題 の一つであると考える。

(3)ニ ュ ー カ レ ドニ ア 大 学(UniversitedelaNouvelle-Caledonie)

(3-1)大 学概 要

ニ ュー カ レ ドニ ア 大 学 は,学 生数2000人 ほ どで,1999年 か らUniversiteFrancaisedu

Pacifiqueか ら独 立 した が,そ れ に と も な って1990年 か ら文 学 部 に あ った 日本語 コー ス が な

くな った(太 平洋 州 言 語 コー ス の 中で)。 か わ っ て,法 学 部(学 生 数400人 強,教 員10名)

の 法 学 ・経 済 専 攻(教 員,経 済2名,経 営2名+vocataire)の な か に日 本 語 が第 一 ・第 二 外

国語 と して 開設 され て い る。

この 大 学1年 目か ら2年 目(進 級)へ の ハ ー ドル が 高 い。 第一 外 国 語 と して は英 語 と 日本

語 が あ る が,学 生 の70～80%が 英 語 を と り,残 りが 日本 語 とって い る。1年 目で は,未 習者

と既 習 者 に ク ラ ス が分 か れ て い る。 学 生 数1年 目で厳 し く淘 汰 して い る。 法 学 ・経 済 で は,

450人 の1年 生 の うち2年 生 に残 れ る の は わず か80人 で あ る。 日本 語 の 場 合 も,100人 か ら

14人 に激 減 す る よ うな 厳 しい選 別 が 行 われ て い る。

日本 にお け る協 定 校 は,琉 球 大 学 と協 定 を結 ん で お り,年 に1,2人 の 学 生 が6～12か 月

留 学 して い る。

卒 業 生(Bachelor/Master)の 就 職 先 につ い て は,現 地 の 中小 企 業,ア ナ リス トと して政 府 機

関や 銀 行 が 多 い。

この 大 学 の教 育 制 度 で は,2005年2月 か ら新 しい シ ステ ム に移 行 して お り,LMDシ ス テ ム

と呼 ば れ て い る。LMDと は,Licence(=Bachelor,3年),Master(5年),Doctorat(8年)

の こ とで あ る。 さ らに,2年 か ら4年 はECTSに 移行 す る こ とが決 ま っ て い る。ECTSと は,

英 語 で い え ばEuropeanCreditTransferSystemの こ とで,つ ま りフ ラ ンスやEUの 単位 と
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互換 性の あるもの とな る。同時 に,セ メスター制(1学 期 は14週)に 移行 す る。

(3-2)日 本語教師

新 システ ムでは,日 本語教育 のスタ ッフ と して,山 田由美 子先生(週2コ マ,非 専任講師)

とLaurentClarot(週1コ マ,非 専任 講師)が 日本語 を担 当 してい る。1年 では,初 級 と中

級 を第1セ メスター,2年 目で は第3セ メス ターで 日本語 を教 えている。

山 田先生 は,1982年 に多摩川大学 フランス語 学科 を卒業 し,1983年 に埼 玉大学 で柴 田武 先

生の授業 を聴講,拓 殖大学 では日 本語教育 関係 科 目を聴 講,そ の後,新 宿 日本語学校 で1年

間研 修 した。1984年 か らニ ューカ レ ドニア在住 がて ら,パ リ大学東洋語 学校 日本 文学 コー ス

のLicenseを とってか ら,パ リのMarnelaValeeで マ スター を取得す る。現在 では,Sorbonne

大学 の日 本文明(日 本現代史専攻)博 士課程の2年 生であ る。 なお,専 任 と して は2000年 設

立の高校,LyceeGrandNoumeaで 週20時 間教 えてい る。

(3-3)日 本語教材,

教科書 として使 ってい るの は,「JapaneseforBusyPeople(日 本語,プ ラス 日本 文化の話

しを混ぜ なが ら)」であ る。第1セ メス ターでは,5課 まで をカバー し,加 えてひ らがな,語

彙な どを学習 し,自 己紹介 がで きるよ うにす る。そ の他 は,地 元 出版社 か ら政府 の援助 の も

とで 出版 した教材 を活用 してい る。

(3-4)問 題点

日本語教育 の問題点 は,高 校 か らの連続性 の問題 があ る。高校か ら,日 本語 を続 ける生徒

が多いのだが,大 学の 日本語 との連続性 がない。

高校で は,第 一外 国語 が英語,第 二外 国語 がスペイ ン語,第 三 として ドイ ツ語,イ タ リア

語,メ ラネ シア語 もあるが,日 本語 が中心にな ってい る よ うだ。

高校(中 学 を含 んでい る)で は,日 本語が使 え るよ うになる と,モ チベ シ ョンが高 くな り,

中学2年 か ら5年 間履修 す るこ とができ る。 学生 の 日本語学習 の動機 と して は,経 済交流 が

大 きい。 ただ し,日 本 に関す る情報 は少 ない。

評 価 は,口 頭試 験1回 と筆記試験1回 がそれぞれ50%と して計算 され る。 つま り,こ の コ

ース は 口頭 コミュニケー シ ョンが中心であ るが
,高 校 で はバカ ロレア試 験準備 のシ ラバ ス と

な ってい るた め,翻 訳 中心で,話 せ ないのが問題で ある。

(3-5)IT関 連

昨年か らパ ソコンに 日本 語環境 を導入 したい と考 えてい るが,な かなか実現 しない(IT

技術者 は2人 い るが,日 本語 がで きない)。ITを 含 めた授 業の計画は ある。 しか し,メ ール

もで きて いない。イ ンターネ ッ トや コンピュー タはすべ て フランス語 の システ ム(Windows)

であ る。 山田先生 は 自宅で個人 的にはメールが使 ってい る。
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写真1:シ ャンパ ニア 中学校 写真2:ブ レー ズパ スカル高校

写真3:ボ ドゥー 中学校 写真4:マ リオテ イ高校

写真5:職 業 高校 写真6:専 門学校
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写真7:コ ン ピュー タ教室 写真8:外 国語の教室

写真9:生 徒 とコン ピュー タ 写真10:画 面の表示

写真11:図 書室の 日本語資料 写 真12:DELRIEUATSUKO先 生
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3.8ハ ワイ諸島(米 国ハ ワイ州)

G)マ ウ イ 島 の 日本 語 教 育

米 国 ハ ワイ 州 の マ ウイ 島 にお い て,2か 所 の異 な る タイ プ の 日本 語 教 育 機 関 にお け る 日本

語 教 育 事 情,特 に 日本 語 コ ンテ ン ツお よびIT化 に 関す る調 査 を行 った の で,報 告 す る。今 回

訪 問 した の は,WailukuHongwanjiMission(ワ イル ク本 願 寺 学 園)と,MauiCommunityCollege,

UniversityofHawaiiSystem(ハ ワイ 大 学 シ ス テ ム,マ ウイ ・コ ミュ ニテ ィ ・カ レ ッジ)で

あ る。

(2)ワ イ ル ク本 願 寺(WailukuHongwanjiMission)

訪問日

訪問者

応対者

2005年11月30日

坂 谷 内 勝,加 納 千恵 子,當 作 靖 彦

ShinkaiMurakami(ResidentMinister)

(2-1)学 校 の概 要 と現状

ワイル ク本願 寺 は,公 立学校 が終 わ った放課後(午 後2時 半～5時)に 生徒 たちが通 う民

間団体に よる 日本 語補習校 である。1910年 に 日本語教育を開始 し,月 曜 田か ら金 曜 日までの

週5日 間で,幼 稚 園か ら中学2年 生までの生徒,合 わせて約95名 が通 っている。生徒 は 日本

人に限 らないが,や は り日本人子弟が多い。

現在 の問題 と しては,学 年 が進行 す るにつれ て生徒数 が減 ってい く傾 向にあ ること,授 業

が1日35分 と短 い こと,コ ンピュー タの台数はあ るのに,配 線上 の理 由で現在使 えていない

こ と,な どが ある。

(2-2)日 本語担 当の教師

村 上先生(応 対者)の 他 に,常 勤 の 日本 人ネイテ ィブが2名 い る。その他 に非常勤講師 も

い るが,日 本 の よ うに教職 課程 を終 えた人 を採用す る とい うよ うなこ とはできず,現 地 の方

と結 婚 された日 本 人 に頼 っているのが現状 で ある。週12時 間勤務,1日2時 間の労働 に対 し

て,通 常 のアルバイ ト賃金並 の給料 を支払 っている。 しか し,ハ ワイ本 島 と比べ て 日本人 の

数 も少 な く,い い人 がい て も,す ぐに給料 のいい職種 に移 って しま うため,せ っか く教 え る

の に慣れ て も,続 けて も ら うことがなか なか難 しい。そ のよ うな状況 で,学 校側 か らあま り

うる さく注文 を出す と,しす ぐや めて しま う先生 もいるので,で きるだけ各先 生のや り方 にお

任 せす る よ うに して いる。

しか し,教 師 の トレー ニ ング的な こ とも兼 ねて,各 学年 でこれ だけは教 えてほ しい とい う

シ ラバ ス を渡 し,各 先生 に レッス ン ・プ ラ ンを作 るよ うにお願 い してい るので,最 低限の教

育の質 は確保 されつ つ あ る と思われ る。
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(2-3)教 育 目的 ・学習動機

機 関の もともとの教育 目的 としては,本 願 寺信徒 の子弟 に 日本語 を教 える こ とで ある。 し

か し,現 在では 日本 人に限 らず,現 地の子供 に も第2外 国語 として 日本語 を教 え,日 本 に対

す る理解 を深 めて もらうことを視 野に入れ てい る。

通 ってい る生徒た ちの学習動機 と しては,昔 は 日本 語が できれ ば,日 本 人社会 で有利 に な

る とい う希望的観 測があ ったが,最 近 は ごく現実 的に,こ こで5年 勉強 して,ハ イス クール

で 日本語 を とれ ば,「A」 が とれ る とい う目的 の子供 もい る。 また,学 校 か ら帰 ってか ら夕方

までのベ ビーシ ッター代 わ りに預 け るとい う家庭側 の安 直な動 機まであ る とい う。

生徒 た ちの学習動機 として,日 本のマ ンガやア ニメな どの影響 も全 くない とは言 えないが,

多分 アメ リカ本 土ほ どではない と思われ る。

学校 と しては,生 徒だ けで な くその保護 者た ちに も,さ らに 日本語学 習の積極 的な意義 を

認識 して も らうた めに,5年 間の学 習の成 果お よび最 終 目標 として,将 来的 に 日本 での短期

研修 の よ うな ものを考 えてお り,現 在,受 け入れ の可能性 を探 っている ところであ る。

(2-4)授 業のカ リキ ュラム ・教 科書

幼 稚園生 と小学1年 生,2年 生はい っ しょのグル ープ で勉強 レッス ン ・プ ランを作成 し,

その計画 とお りに授業 を進 めてい る。幼稚園 と1年 生の教科書は,30年 前 に作 られ た ものを

使用 してい る。 その理 由はシ ンプルでわか りやす いか らで ある。

6～8年 生用は,い ろい ろ変 わ った が,現 在 は,HiromiPeterson&NaomiOmizoの

『AdventuresinJapanese』 を使用 している。

いわゆ る 目本語 の授業以外 に,年 に4～5回,CultureDayを 設 け,日 本 の文化 の紹介 を

行 ってい る。今 年の11月 には,み ん なでお寿 司を作 った。

学校 で行 ってい ることは,1年 に4回,「ProgressReport」 と して,約90人 の親全員 に電

話 な どで報告 してい る。生徒 の よ くで きて いる ところ,弱 い ところな どを親 に も伝 える よ う

に してい るが,レ ッスン ・プ ランも親 に送 ってい る。 この よ うな きめ細か な対応 の結果,親

に もかな り支持 して もらえ るよ うになって きてお り,生 徒数 も増 えつつ ある。今 後 は,PT

Aを 作 り,親 との連絡を さ らに密接 に深 めたい と考 えてい る。

(2-5)コ ン ピュータ環境

学校 には14台 のパ ソコンがあ る。イ ンターネ ッ トに接続 されていて,日 本語教 育で利 用で

きるパ ソコンは3台 あ り,こ の3台 は現在,教 師が使 用 している。

生徒用 のパ ソコンはパ ソコン教室 に設置 され てい て,昨 年まで は,週2回 程度活用 してい

たが,現 在 は使われていない。約10台 のパ ソコンの電源 を確保 す ると,た こ足配線 になって,

消防局 か らその よ うな使 用 につい て注意 を受 けた ためで ある。今 は,電 源未 接続 のパ ソコン

が教室 の後 ろに並べて ある状態 である。

生徒用 の コンピュー タの使 用方法 と しては,小 学校4年 生か ら中学2年 生 までの学年 で,

日本語 の ことばや文 の聞 き取 り ・書 き取 り練習 として,「 一太郎」や「WORD」 な どの ワー
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プロソフ トを利 用 して,生 徒 に文字入 力 ・変換 の練習 をさせていた。小学校4年 以上 とした

のは,低 学年 で はまだ キー ボー ド入 力を教 えるのが難 しいた めで ある。 このよ うな練習方法

に よって,日 本語 の言葉 を覚 え るのが速 くな る とい う利点 はあるが,そ の反面,手 で日 本語

の文宇が書 けな くなる とい う問題 もあ る。

学校 か ら家 に帰 った後,生 徒 は,イ ンターネ ッ ト接続 のパ ソコンを使 ってメール を してい

る との ことで,日 本 人の家庭の場 合は,日 本語 の環境 も確保 され てい るらしい。

(2-6)今 後の展 望

将 来的に,コ ンピュー タや イ ンターネ ッ トに対す る期待 としては,生 徒 の コンピュー タも

イ ンター ネ ッ ト接続 が可能な状態 に して,日 本 の学校 の子供た ち との メール交換 を させ た り,

イ ンターネ ッ トか ら日本 語の情報 を検索 させ た りして,グ ローバ ルな視点や人間関係 を持て

るよ うにな って ほ しい と願 ってい る との ことである。

また,生 徒 だ けで な く,そ の保護者 たちに も 日本 語学習の積極 的な意義 を認 識 して も らう

た めに,5年 間の学習 の成 果お よび最 終 目標 として,日 本での短期研 修(日 本の学校へ の体

験入 学,ホ ー ムステイ,文 化体験 な どを含む)を 実施す ることを考 えてお り,現 在,広 島県

福 山市の商 工会議所や 山梨県の 国際 交流協会 な どと連絡 を とりなが ら,受 け入れ の可能性 を

模 索 して いる ところであ る。村上先 生 と して は,早 けれ ば来年,遅 くて も3年 以 内に実現 さ

せ たい と思 ってい る との ことであった。

他 の 日本 語教育機 関 との情報 交換,協 力関係 な どにつ いて は,ハ ワイ 日本語教育会 とい う

ものが あ る。年 に1回,総 会 の ときに教師研修 のためのセ ミナー の よ うな ものを各地 で開催

してい る。 マ ウイ島で,他 に 日本語 を教 えている ところ としては,コ ミュニテ ィ ・カ レッジ

の他 には,プ ラ ンテー シ ョンの会社 か ら場所 の提供 を受 けて週2回,日 本語 を教 えてい ると

ころがあ る と聞いてい るが,場 所の提供 が受 け られ な くなる と,採 算が とれな くな って経営

が難 しくな る と思 われ る。

この学校 は,宗 教法人 が経 営す る学校 であ るため,日 本語や日 本 文化 の学習,学 力の 向上

だけではな く,生 徒の道徳や倫理 上の問題 に も対処 してい かなけれ ばな らない と考 えてお り,

今後 の課題 となってい るよ うで ある。

(3)マ ウ イ コ ミュ ニテ ィカ レッジ(MauiCommunityCollege,UniversityofHawaiiSystem)

訪 問 日2005年11月30日

訪 問 者 坂 谷 内 勝,加 納 千恵 子,當 作 靖 彦

応 対 者HirokoDeLeon(AssistantProfessor)

(3-1)学 校 概要

ハ ワイ 大学 システ ムの下にあ るコ ミュニテ ィ ・カ レッジで,日 本 でい うと短期 大学に相 当

す る高等 教 育機 関 で ある。1970年 代 か ら日本 語教 育が始 ま り,現 在 はHumanitySociaｌ
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ScienceUnitで 外国語 と して 日本語 を教 えてい る。外 国語は,日 本語の他 に,ス ペイ ン語 と

ハ ワイ語 が ある。最 近は,民 族 のル ーツを知 る意味 で,ハ ワイ語 に人気 があ る。日 本語 を履

修 してい る学 生数 は1,2年 生 を合わせて60名 ほ どで,日 本語教 師は1人 であ る。1年 生 と

2年 生で2ク ラスずつ。 クラス定員 は25名 であ るが,現 在約20名 く らいで ある。

(3-2)日 本語担 当の教師

現在 は専任 の教師(DeLeon先 生,応 対者)が1名 で,1年 生 と2年 生 を教 えてい る。 以

前,日 本語の授業の一部 を,日 本 か らきたア シスタン トに手伝 って もらった こ とがあ ったそ

うだが,結 局 は,専 任の教師 が教えた クラス と,ア シス タン トに教 えて もらった クラス との

間で 日本語力 に差がつ い て,学 生た ちか らク レー ムがつ い たため,専 任教 師が授 業 をや り直

した ことが あるとい う。

学 生に よる授業評価 は結構厳 しいので,現 在 は,ア シスタン トの使用 には消極 的で ある,

しっか りした授業 を していない と,日 本語 を受講す る学生 が減 って しま う,日 本語 を選択す

る学生が減 る と,日 本語 科 目その ものが な くなって しま う恐れ さえあるか らであ る。

(3-3)教 育 目的 ・学 習動機

第2外 国語 としての 日本語の クラスでは,学 生のモテ ィベー シ ョンを維持す るのが難 しい。

ここの学 生は貧 しいので,学 生 は 自分 のお金 で大学 に通 ってい るた め,仕 事 を持 っている者

が多 い。 そのため,宿 題 な どをこなす時 間を確保 す るのが難 しい学生 もい る。 予習や復習 も

期待 で きな い場合 もあ る。 また,コ ミュニ テ ィ ・カ レッジ とい うと ころで は,学 習 障 害

(LearningDisability)の 問題 の ある学生,刑 務所 に服役 中の人が日 本 語の学習 を希望す る

場合 な ど,様 々なケース に対応 しなけれ ばな らない。

したがって,テ ィーチ ング ・プ ランは,ク ラス(毎 年)ご とに,そ の時 に集 まった学生 に

合 わせ て,変 えるよ うに してい る。 そ うしない と,学 生 に合 った,効 果 的な授 業 ができない

か らである。

(3-4)授 業のカ リキ ュラム ・教 科書

當 作靖 彦著の 『よ うこそ』 を使 用 してい る。1年 生の とき,し っか り学習 の基礎 のペー ス

を作 り,2年 生 になった ら,運 用 力 をつ け るよ うにす る。 日本 の工業高校 の生徒 とe-mail

Projectを 行 っている。 だいたい2週 間に1回 のペー スでE-mai1の 交換 を行 い,日 本語 と,

英語 とで通信 す る。16名 の学生 に よる 日本 ツアー も実施 して9年 目になるふぁ,日 本語学習

の動機 づ け として も有効 に機 能 してい る。

(3-5)授 業の内容

見学 させていただいたDeLeon先 生の クラス は,1年 生の クラス(101)で,『 よ うこそ』

の形容詞 の課で あった。 登録学生数 は20数 名 らしいが,こ の 日出席 した のは20名(う ち,

遅れて きた者2名)だ った。午後1時 半～2時 半 の1時 間の クラスで,以 下の1～7の 学習
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内容が扱 われ た。

1.まず,あ い さつ を してか ら,「 な まえ」 「にほん」 「が くせ い」 とい う言葉 のデ ィクテー シ

ョン を行 い,教 師がそ の場 でチ ェック して,間 違 いが なければ 「0.K」 と指 を立て,間 違 っ

て る場 合 は注意 していた。

2.次 に,宿 題の答 え合わせ。教 師が答 えを言 って,隣 の学生(パ ー トナー)と チ ェ ック し

合 った後,提 出 させ た。 その後,前 回の宿題 を返却 した。

3.き ょ うの レッス ンの ポイ ン トは形容詞 である ことを確認。学 生に 自分 で形容詞 のカー ド

を作 って くるよ うに言 ってあった ら しく,作 ったか ど うか確認 していた。学 生たちには,ペ

ア ワー クあるいは3人 の グループ ワー クで,形 容詞 を使づ たYes-Noの 質 問を させ た。

4.名 詞修 飾 の形 容詞の練習。 「す きな食 べ物は?」 「きらいな食 べ物 は?」 な どの質疑応 答

を学生 との間で練習 した。

5.疑問 闇詞 「何」 「だれ 」 「いつ」 「どこ」 「どんな」 「い くら」 「ど う」 「ど うして」 「い くつ」

「どち ら」な どのカー ドを使 って,質 問す る練習 を した。

6.テ キス トの 「言語 ノー ト」 を学生 に読 ませ,「 は」 と 「が」の違い について,例 文 を板書

して,説 明 した。

7.漢 数 字「一」 か ら 「十」 をカー ドで提 示,い っ しょに読 ませ て,授 業 を終わ った。

見学 した ところ,先 生のお っ しやっていた通 り,非 常 に積極的 で活発 に授業 に参加 してい

る学 生 と,授 業 に出席 しているだけで集 中力が10分 と続かな い学生,30分 以上遅刻 して く

る学 生,宿 題 をや って こない学生 な ど,様 々である ことが わかった。 よく勉強 している学生

に も退屈 させ な い よ うに,ま た集 中力 に欠 ける学生や反応 の遅 い学生 に もつ いて こられ るよ

うに配慮 しなが ら,し か も楽 しく日 本語 を練習 させ る とい うクラス運 営は,実 に難 しい と思

われ るが,DeLeon先 生の クラスでは,見 事 にそれが実現 され ていた。

(3-6)コ ン ピュー タ環境

このコ ミュニテ ィ ・カ レ ッジで は,ビ ジネ スな どの建物 には,コ ン ピュー タ ・ラボが あ り,

かな り利用 され てい るよ うで あるが,第2外 国語 の学習 に使 えるラボはない との ことであ る。

日本語 の クラスでは,2年 生にな る と,2週 間 に1度 ネ ッ トワー クを利用 して,日 本の大学

生 とメール交換 をす る授 業 を行 ってお り,日 本語 と英語で コ ミュニ ケー シ ョン してい る。 こ

の ときは,コ ン ピュー タが設置 され ている教室(コ ン ピュー タ教室)に 移動 して行 う。ただ,

コン ピュー タ教室 を常時借 りるのは大変で ある。授業 の前 に 日本語環境 のセ ッ トア ップを し

なけれ ばいけな い ことと,コ ン ピュー タ教室の スタ ッフが 「日本語 を使用す る とメモ リを多

く使 う」 こ とに不満 を持 ってい る(他 のアプ リケー シ ョンが動 かな くな る。)か らで ある。

しか し,通 常 の 日本 語教室 には,パ ソコンを設置す るスペー スがない。学 生は,家 ではイ

ンターネ ッ トをや ってい るよ うだが,日 本語 を使 ってい る様子 はない とい う。

大学 の先 生 は全 員,イ ンター ネ ッ ト接続 の最新 の コン ピュー タを持 ってお り(学 校 か ら支

給 され る),DeLeon先 生 も,授 業で使 うプ リン ト教材は,す べ て ワー プ ロで作成 してい る と

の こ とで あった。
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教 師か らの希 望 と しては,日 本語 の授業 です ぐ使 え る写真(絵)な どのフ ァイル がある と

便利 であ るとの ことであ る。で きれ ば,教 科書 に準拠 して いる方 が良い。今 まで,Webサ

イ トにあ るコンテ ンツは利用 した ことがな く,自 分 のデ ジタル カメラで撮 った写真 を使 った

り,教 科 書の挿絵 を拡大 した りして利 用 してい るそ うであ る。

(3-7)今 後 の展望 と課題

外 国語 学習 のために専用 のラ ンゲージ ・ラボがないた め,学 生 に音声テー プを聞かせた り,

ビデ オ を見せ た りして個 々に練習 させ るこ とが できない。 また助成金 な どに よって,コ ン ピ

ュー タその ものを購入す る資金 が得 られ て も,設 置す る場所 がないのが悩 みで ある とい う。

学 生に常時,コ ンピュー タやイ ンターネ ッ トを利用 させ るこ とができれ ば,日 本 に関す る

情報収集 や 日本人学生 との メールや チ ャッ トな ど,さ ま ざまな アクテ ィ ビテ ィー が考え られ

るだろ う。 しか し,コ ミュニテ ィ ・カ レッジが提供す る第2外 国語 のク ラスで は,授 業時 間

が非 常に限 られてお り,ま た学生 も 日本語 学習 に使 え る時間が 限 られ てい るこ とか ら,基 礎

的 なべー スを作 るだけで も授業 時間は一杯 の ところがある。

む しろ教 師の授業準備 な どのための支援 として,フ ラ ッシ ュ ・カー ド作 り,絵 カー ド作 り,

活用練 習作 り,テ ス ト作 りな どに使 え るデー タ,写 真 な どを提供 して くれ るサイ トに関す る

案 内があ るとよいだろ う。

(4)ま とめ と今後の展望

今 回,マ ウイ島で訪 問,調 査 した2つ の機 関は,そ れぞれ対象 とす る学習者 の年 齢 も学習

動機 も異な り,レ ベ ル も学習時 間数 も,教 師の数 も異な ってい るため,コ ン ピュー タやイ ン

ター ネ ッ トの使 用状況 も,そ れ に対す る期 待や展望 もかな り異 なっていた。 ワイ ル ク本願寺

学 園は,私 立の初等 レベ ル の補助教 育機 関で あ り,マ ウイ コ ミュニテ イ ・カ レッジ は高等 レ

ベル の公 共教 育機 関である。 しか し,そ れ にもか かわ らず,共 通 す る問題 点 も見 られ た。

それ は,教 師の意識 もコン ピュー タ ・リテ ラシー も比較的高 く,ま た使 うこ とので きる コ

ン ピュー タの数 もソフ トもかな りあ るにもかか わ らず,意 外 に使用環境 が整 ってい ない とい

うこ とであ る。 ワイル ク本願 寺学園で は,10数 台の コン ピュー タが生徒用 に用意 され ている

に もかかわ らず,配 線 上の 問題 で使 用で きない状態 に あった。 マ ウイ コ ミュニテ ィ ・カ レッ

ジで も,他 の工学や ビジネ スな ど,他 の専門分野 において は最新 の コンピュー タ設 備が整 っ

てい るに もかかわ らず,第2外 国語 学習用 に使 うことの できる コンピュー タ ・ラボが な く,

助成金 な どを得て コンピュー タを入 れ るこ とができた として も,そ れ らを学生 用 に常設す る

場所 がない とい う問題 があった。

しか し,こ れ らの問題 につ いては,そ れ ほ ど悲観 す る必要 はないのか も しれ ない。各家庭

にお け るイ ンターネ ッ ト環境 が さ らに整備 され,日 本語 に も対応 で きる環境 が学生 の家庭 に

お いて整 え られれ ば,解 決す る可能性 もある。

また,外 国語の学習 にお いて,ま ず優先 され るべ き重要 な課題 は,人 間 と人 間 とのコ ミュ
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ニケー シ ョンの促進 であ り,主 役 は あ くまで も人であ ろ う。 コン ピュー タやイ ンターネ ッ ト

の果 たす 役割 は,そ れ を補助 す るた めの手段で しかあ り得 ないか らで ある。 どち らの教育機

関 にお いて も,よ り強固な学習動機 作 りのた めに,日 本人 学生 との交流や 日本への短 期研修

ツアー の企画 な どを実施 あるいは実施 しよ うと していた ことか らも,そ れ がわか る。

今後 は,授 業 の場 に コンピュー タを持 ち込む こ とよ りも,こ の よ うな外 国語学習 を推進す

るた めに役 立つ 交流活 動 あるい は教材 作成 に必要な情報収集 のた めの教師 のネ ッ トワーク

作 りな どに こそ,コ ンピュー タやイ ンターネ ッ トの果たす役割 が期待 され ているのではない

か と思 われ る。

写真1:ワ イル ク本願寺 のプ リン ト教材 写真2:使 用 していない コンピュー タ

写真3:村 上先生 写真4:集 合写真
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写 真5:DeLeon先 生 写真6:授 業風景

写真7:授 業風景 写真8:授 業風景

写真9:DeLeon先 生 の研 究室 写真10:集 合写真
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資料ここでは,質 問紙調査 の回答デー タと,そ のデータを加 工 し,分 析 しやすいよ うに集計 した表

を掲載す る。資料1で は,質 問紙調査の前半部 の 「機関の概要」,「日本語教師数 と学習者数」に

関す る調査内容 を取 り扱 い,資 料2で は,質 問紙調査の後半部の 「コンピュータの台数 と使用 目

的」,「イ ンターネ ッ トの台数 と利用目 的」,「コンピュータやイ ンターネ ッ トの効果」に関する調

査内容 を取 り扱 う。

資料 のIDは,

所 は空 白に した。

2.3(2)の 調査回答機 関名に対応 している。未記入(ま たは未回答)の 箇

資料1の 人数欄(学 習者数,日 本語学習者 数)は,「 約###名 」,「およそ###名 」,「###

名 くらい」等の記述は,###の 数値を記入 した。また,「###名 ～###名 」のよ うな記述は,

その平均値 を記入 した。資料2の 田本語教育で利用で きるコンピュー タの台数(PC台 数),イ ン

ターネ ッ トに接続 され ているコンピュータの台数(ネ ッ ト台数)も,同 様に記述 した。

資料1の 「日本 語 教 育 開始年 」の集計 表 は,10年 刻 み(0:0～9年 前,1:10～19年 前,)

にデ ー タ を加 工 して集 計 した。

資料2の 「インターネ ッ トの設備 と利用状況」の集計は,「 よく利用 している」と 「あま り利用

していない」に再分類 し,そ の他 は 「利用 しない」に分類 して集計 した。
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資料1質 問紙調査集計表1(前 半 の部)

(1)ID:SO1～S13の 回答データ

(2)ID：S14～S26の 回 答 デー タ
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3)ID:S01～S26の 集計表

※開始年 は,次 の よ うにデー タを加 工 した。

データ値0：0～9年 前

1：10～19年 前

2：20～29年 前

3：30～39年 前

4：40～ 年 前

(4)教 師数,学 習者数の基本統計
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資料2質 問紙調査集計表2(後 半 の部)

(1)ID:S01～S13の 回答デー タ

一79一



2)ID:S14～S26の 回答 デ ー タ
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(3)ID:S01～S26の 集 計 表
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(4)PCの 有 無 とPCの 使用状況 のクロ ス表

(5)PC台 数とネッ ト台数の基本統計

(6)イ ンター ネ ッ トの設備 と利用状 況の集計

一82一


